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 石川縣健康相談所二於ケル種々ナル統計報告ノ後編

デアツテ，諸種結核性疾患二就テノ臨黙的統計成績ヲ

牧録シタモノデアル．
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ハ シ ガ キ

 前編デハ石川縣健康相談所二於テ，昭和10年

初メヨリ同12年末二至ル3年間二得タ種々ナル

事業成績並＝非結核性疾患二就テノ統計的成績

ヲ獲表シタ．

 本編＝於テハ同期間内二診療シタ種々ナル結

核性疾患二就テノ統計成績ヲ牧録スルコト・シ

タ．

 我々ノ採ツタ結核性疾患ノ分類法＝關シテ

ハ，前編二於テモ略述シテ置イタノヂアツタ

ガ，本編二宮テハ以下項目ヲ追フテ之ヲ詳述ス

ルコト、スル．

第1章 肺

 Rankeハ結核ヲ其ノ病理解剖學的所見二冤疫

血清學的ノ考察ヲ加ヘテ，ミツノ病期二分頃テ

居ル事ハ周知ノ如クデアル．之ハ結核ト云フ疾

病ノ全経過ヲ概念的二理解スル上二甚ダ便利デ

ハアルガ，Redeker等；モ読ク如ク，第二期及第

3期アレルギーJハ，Ut ＝固定性ノモノデハナ

ク，互＝可逆性ノモノデアルトサレテヰルシ，

叉臨床上個々ノ患者ノ経過下下テミテモ，第二

期，第三期ヲ明確二指摘スル事ハ時二甚ダ困難

デァリ，徽毒患者二就テ明カニ其ノ病期ヲ指摘

シ得ルノトハ些力趣ヲ異＝シテヰル，

 EPチ結核＝於テハ第二期，第三期ヲ各々ノ病

期トシテ認メル櫓門，雪融二當ツテ多クノ無理

ヲ件フモノデアルカラ，：我々ハ緒：方i教授等ノ唱

導スルトコロニ從ヒ，初期攣化群ノミが見ラル

・モノヲ第一…突肺結核トシ，其レ以上ノ攣化ノ

起ツテヰルRankeノ第二期及ビ第三期＝相當

スルモノヲー括シテ第二次肺結核ト名付クル事

トシタ．

 因二肺結核二封スル我々ノ診断ハ，理學的所

見，X線所見，「ツベルクリン反致其ノ他ノー

三重査法ヲ経トシ，患者ノ病歴，家族歴，並二

疾病ノ経過等ヲ緯トシテ決定シタモノヂアル．

     第1節 肺ノ第一次結核

 之ハ所謂初期攣歯群ノミヲ見ル場合デアツ

テ，時聞的経過二依ツテ新鮮ナルモノヨリ全ク

石友化セルモノマデ種々ナル段階ヲ有シテヰ

ル．共ノ新鮮ナルモノハ多ク小兄二於テ見ラ

V，之二病竈周園浸潤等が加ハツテ，所謂小見

結 核

型結核ノ大部分ヲナスモノヂアルガ，又青年期

以後二於テモ，i新シイ初感染病攣ヲ見ル事ハ抑

々アル．初感染後比較的早期ノ間＝見ラル・新

鮮ナモノヲ軟性初期攣化群ト言ヒ，病機退行シ

テ陳奮トナリ，疲痕化乃至石獣化シタモノハ之

ヲ硬性初期攣化群ト構スル．

 術ホ此ノ項＝編入シタモノハ，第一次結核症

ノ像ノミヲ見ルモノデアツテ，初感原獲竈が軟

化シテ管腔性鱒琴線ヲ形成シ，第二次肺結核ヘ

ノ素地ヲ造りツ、アリト考ヘラル・モノ，暁町

多少ナリトモ血行性榑移竈ヲ見ルモノ等柳樽テ

之ヲ除外シタ．

     （A）軟性初期憂化群

 初感原斜脚ハ，病理解剖學的ニハ著明ナ滲出

性引写ヲ有スル初期肺胞炎Primttre Alveoiitis

ヂアル．之ヲ中心トシテ周局性Peri fokal二細

胞浸潤が存在スル．浸澗ノ及ブ平筆ハ種々デア

ツテ，狭小ナルモノヨリ肺葉全禮二損大スルモ

ノマヂアル．之ヲ初期浸潤Primarinfiltrierung

（Redeker）ト呼ブ，初期浸潤ノ「レントゲン像ハ

殆ンド構造ノナイ均等ナ陰磐ヲ示シ，周園ノ健

康肺組織二封シテ明カナ境界ヲ示サナイ．浸潤

が折立スレバ全葉性トナリ，多ク尖端ヲ肺門部

二向ケタ鼻歌ノ三角形陰騎ヲ作ル．

 次豊原嚢竈二於ケル結核菌ハ，淋巴道ヲ介シ

テ其ノ支配下二於ケル淋巴腺二到達シ，此庭二

第二次的二結核竈ヲ形成スル．結核病攣ヲ蒙ツ

タ淋巴腺ハ屡k菌毒素ノ爲メニ起ツタ周園浸潤

ヲ件フ．之ヲPerihilare Sekundftrinfiltrierung（Re一

【艶 】
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deker），Perihil蕊re lnβlt・ate（Kleinschmidt＞ト樗

スノレ．

 時ニハー・肺葉ノ全部，或ハ更二進ンヂ他肺葉

ニマデモ及ブ廣汎ナル浸潤ノ現バレル事ガァ

リ，6－7歳マデノ小見二十二多ク見ラレル．

Epituberkulose （Eliasberg－Neuland）， Paratuber－

kulose（Engel）ト稻セラvルモノモ此ノ淋巴腺

竈ヲ周ル績獲性浸潤ノ像二外ナラヌ．

 初感染結核ノ「レントゲン槍査二際シテ，屡

々初期浸潤ト績獲性浸潤トガ相融合シテ肺野ヲ

野里ハ斜二横切ル大ナル陰騎トシテ見ラル・事

ガアル．此ノ大葉性浸潤ハ，時日ノ経過ト共＝

其ノ中央部馬騎が漸次浩槌シ，途ニハ側方二存

スルモノト肺門周園臨写スルモノトノ2個ノ陰

磐二分レ，懸者ハ細キ索歌鞍下ヲ以ツテ連繋セ

ラル・二至ル．

 前者ハ底邊ヲ側方二有スル三角形ヲ呈スル故

二之ヲ側方三角Latrales Drei㏄kト稻iシ，之二

三シテ内側ノモノハ内方三角Mediales Dreieck

（Sluka，：Fisher）ト呼ブ．

 此ノ時期が所謂Stadium d．：Bipolaritlit（Rede－

ker）デアル．

 爾極ノーハ師チ初感原図竈ヂアリ，他ハ肺門

淋巴腺腫脹並二其ノ周園浸潤デアツテ，此ノ爾

極期二見ル像コソ初期攣群群ノ現t・ス最モ美麗

ナル「レントゲン像ヂアル．然シ云フ迄モナク

肺ハ立艦ヂアリ，原獲竈ノ位置＝依ツテハ，縦

隔甕陰磐等二蔽ハレテ獲見出來ズ，或ハ綾単性

浸潤ト画学ノツケ難イ場合モアリ，上記ノ如キ

特異ナル爾極像二遭遇スル事ハ寧日少数デア
ノレ．

 結核初感染二際シテ，肺門部淋巴腺並二其ノ

周園組織が第二次一二病攣ヲ蒙ル事ハ上二述べ

タ．此ノ肺門淋巴腺結核ヲ分ケテー般二腫瘍

型，炎衝型，肺門炎ノ三種二大別スル．

 腫瘍型Tum・rtypusハ肺門淋巴腺が腫脹シテ

乾酪様攣性ヲ呈シタモノデアツテ，周園浸潤ノ

殆ンド伴ハナイモノデァル．

 炎衝型Entztindungsfonnハ上述ノPerihilare

Sekundllrinfiltrierungト同様ノモノデアル．

 次二肺門炎Hilitis（Engel）二時テハ肺門部ヲ

中心トシテ肺領域内二濃淡，大小種々ノ陰騎が

和錯綜シ，共ノ均等度ハ炎衝型ノ場合二比シ遙

カニ少ク，且ツ複雑ナル構造ヲ示シテヰル．之

ハ肺門淋巴腺ノ病攣二際シ，附近ノ血管，淋巴

管，氣管財，結締組織，近接肺組織等が同時二

結核機韓ヲ辿ルガタメ凸起ル像デアル．

 之等ミツノ型ノ淋巴腺結核モ初感染後比較的

薪シイ時期二見ラル・モノデァル．

 上線述ベタ檬ナ種々ナル像が初期症候群中ノ

比較的新鮮ナルモノニ薦スルノデ，我々ノ材料

中之等二野當スルモノハ一括シテ軟性初期攣化

群二算入シタ．

 成績ハ第1表二見ルが如クヂアツテ，年度＝

ヨリ多少ノ攣動ハァルガ，全艦トシテミルト男

女略ボ同数ヂアル．左右別モ男女略ボ同率デァ

ツテ，；右側が左側ノ3倍彊トナツテヰ～v．

 第2表ハ一罪所者（結核患者，非結核性患者

湖川健康者ヲ総計セルモノ）黒縁結核二封スル

軟性初期攣層群ノ百分率ヲ示シタモノヂアル．

 第3表ハ3年聞ノモノヲ合計シテ年齢別二観

察シタ結果ヂアルガ，男女＝於テ大差ナク，年

齢ヂハ5歳ヨリ9歳迄ノモノが他二比シテki ＝＝

多イノハ，結核初感染が此ノ年齢ヨリ漸次多ク

第1表 軟性初期攣化群
男 女

年    度
左 右

男計

左 右

女計 男女計

10  年  度

P1 年  度

P2 年  度

ﾝ    計

28

R5

Q1

W4

66

P18

X0

Q74

94

P53

P11

R58

16

R7

P8

V1

43

P34

W0

Q57

 59
@171
@98p328

153

R24

Q09

U86

［ 39 ）
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第2表  全延払者藪並二尉結核歎二尉スル軟性初期攣化群ノ百分率

6實激358人 ％ ♀實数328人 3＋♀實敷686人 ％

男子全訪所者12144人二二シ

j子全結核 3279人二封シ

2．9

P0．9

女子全訪所者13616人二部シ

落q全結核 3637一二封シ

％『2．49．0

：回忌所者（3十♀）25760人二三シ

S結核（3十♀）6916人二封シ

2．翌

第3表  年齢別＝見タル軟性初期攣星群

男 女

年  齢
實 数

男総激二
父Xル％

實 数

汝無二射スル％

男女計 男女総数二部スル

@％
0 － 4 30 8．4 31 9．5 61 89
5 － 9 155 43．3 132 40．2 287 41．8

10－14 110 30．8 108 32．9 218 31．7

15－19 52 14．5 45 13．7 97 14．1

20－24 111 3．0 12 3．7 23 3．4

25－29 01 0 0 0 0 0

ナルノニ原因スルコトハ勿論ヂアラウガ，他方

叉幼年期二戸ケル初感染時ノ自他畳症欺ガ，其

レ以上ノ年齢ノモノ月比シテー一mt二著明デアル

ノヂ，自然讐師ノ門ヲ敲クモノが多イ理デアル

シ，叉讐師ノ側カラ言ヘバ所見が著明ヂァルカ

ラ比較的容易二護見シ得ル等ノ理由二依ルモノ

ァアル．

 25歳以上ノモノニ皆無ナノハ，コレ以上ノ年

齢ノモZニモ結核初感染が往々アリ得ルノデア

ルガ，’幼年ノモノニ比シテ全身症状が輕微ナル

タメ＝馨診ヲ乞フモノが少敷デアルシ，且ツ周

園浸潤等ノ如キ局所症状モ著明二出現スル事ガ

ナイノヂ，看過サレル：事モ少クナイノニ原因シ

テヰルト考ヘラレル．

     （B）硬性初期磁化群

 前項二述べタ軟性初期二化群ガ，治癒ノ傾向

ヲ辿レパ時間ノ経過ト共二漸次吸牧セラレテ浩

失スルカ，或ハ疲痕化シテ硬結シ蜂窩様ノ「レ

ントゲン陰磐ヲ呈スルカ，叉ハ石友化二二攣ジ

テ行ク．初感染病竈群ノ石友化シタル像ヲー三

二硬性初期攣化群ト稻ヘル．

 石二化シタル原二二ハ，「レントゲン二二ニ

ハ普通碗豆大，乃至小豆大ノ極メテ鮮鋭，濃厚

ナル斑影トシテ認メラレル．普通1個乃至2個

ヂァルが稀ニハ数個ヲ見ル事モアル．

 上述ノ石塁化機縛ハ：叉同様二肺門部淋巴腺竈

＝於テモ行バレルモノヂ，之等筆跡ユ在ル石友

野離ハ屡々藪條ノ準歌野曝ヲ以ツテ連繋セラ

レ，叉所々微小ナル石馬化斑鮎が鮎綴スルノヲ

見ル事ガァル．

 索塗筆騎ハEPチLytnphangitis tbc．ノ爲メニ

起ツタ結締織ノ増殖二由因スルモノヂアリ．石

友化小下鮎か肺臓内淋巴腺が結核機韓ヲ蒙ツタ

事ヲ物語ルモノヂアル．

 以上ハ「レントゲン槍査二際シテ見得ル硬性

初期攣化骨ノ定型的ナル像ヂァルガ，既述ノ如

ク初二言ハ全ク吸牧セラレテ浩失スルコトア

リ，樹ホソレが所在スル位置ニヨツテハ，縦隔

貴陰線其ノ他側蔽ハレテ爽見出來ナイコトモア

リ，更二叉其ノ甚ダ微小ナモノニアツテハ，輩

ナル透覗ヒノ検査ヂハ屡々之ヲ看過スル事モア

ル，從ツテ上記ノ如キ美麗ナル爾極石次化像ヲ

二見スルコトハ寧ロ少歎ヂアツテ，無二肺門淋

巴腺竈ヲノミ認メ得ルモノノ方が遙二多イ．

 然シ我々ハ局所淋巴腺竈が存在スル限りハ，

イヅレカニ原二二モ潜在スベキデアルトノ病理

解剖學上ノー般通則小斎ツテ，輩ナル「肺門淋

巴腺結核」乃至「肺門淋巴腺腫脹」ノ如キ名稻ヲ

［ 40 ］
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棄テ・，凡テヲ硬性初期攣化群ノ中ヘー括スル

コト・シタ．

 硬性初期攣化群小勿論引入二於テモ屡々之ヲ

見得ルノデアルガ，我々ハ成人二於ケル初期攣

化群ノ護見率ノ如キヲ目的トシテ「レントゲン

槍査ヲ行ツテヰナカツタノヂ，健常成人二於ケ

ル此ノ種ノ所見ハ屡々不問二附シテアマリ「カ

ルテ」ニハ記載シテヰナイ。今二至ツテ之ヲ甚

ダ遺憾二思フノデアルガ，只乳幼見，三面期見

：童ヨリ思春期前後二至ルマヂノモノノ「レント

ゲン槍査＝當ツテハ，些細ノ病的攣化ニモ細心

ノ注意ヲ怠ラナカツタノデ，此ノ年齢二於ケル

此ノ種攣化ノ獲見率トシテハ，比較的1E鵠二庶

幾キモノアランカト信ズル．

 最後二駄足ノ白白ラ，肺門：部ノ「レントゲン

像ハ既二正常＝於テ多種多様ヂアリ，一定ノ像

型ヲ規定スル事ハ困難ナル事實ト相倹ツテ，肺

門淋巴腺結核ノ診断二封シテハ特二愼重ナル態

度ヲ必要トスルモノデアリ，且ツ「レントゲン

手技二野テモ和當ノ習熟ヲ経ナケレバナラヌ．

 我々モ叉其ノ始メニ當ツテハ，数ケ月ノ日子

ヲ費シ，多歎ノ見：童二：就テ「ツベルクリン一円，

既往症，家族歴等ヲ参考トシテ倦マザル習練ヲ

積ンダモノデアリ，此ノ部ノ「レントゲン診漸

二身シテハ些力自負スルトコロガアル．

 石友上原護竈ヲモ同時二認メ得タモノハ第4

表二元メタ．其ノ撒ハ軍二局所淋巴腺竈ノミヲ

ミルモノニ比シ約1／s二過ギナイ．（第5表参照）

 樹ホ右側ハ左側ノ2倍以上＝ナツテヰル．

 次二第5表ハ肺門淋巴腺竈ヲノミ見ルモノデ

アルガ，女子二一テ稻や多ク，病側別ハ男女共

略ボ同率ヂアル．爾側ノ場合ハ最初ノ罹患側カ

ラ他側へ病機が轄移シタモノデアルが敦レが最

初ノ患側デアルカバ決定シ得ナイ．

 第6表ハ全訪所者歯並二全結核敏二封スル硬

性初期攣化群ノ百分率ヲ示シタモノデアル．

 第7表ハ上揚凡テノモノヲ一括シ，更二男女

ヲ合計シテ左右別二町制シタノデアルガ，：左側

ハ獲見率ハ右測ノ約％二過ギズ，更二爾側ノモ

ノニ至ツテハ遙二四藪ヂァル．

 病理解剖學上初感染竈が右側殊ニソノ上葉ユ

最モ多ク占位スルノハ事實デアルガ，X線槍母

上ヂハ左側ノ淋巴腺竈ノ如キハ心臓陰影等二戸

ゲラレテ時＝獲見困難ナルコトァリ，左右護見

解4表  硬性初期攣化群 （平門石門化像ヲ見ルモノ）

e：4r－lT－S7＝M＃早
笛 毎度
11 年  度
】2  年  度

累 計

左

1

7

13

21

右

4

31

23

58

計

5

38

36

79

左

6

10

13

29

右

8

24

25

57

計

14

34

38

86

計

19

72

74

165

男 男 女 三

年    度
左 右 爾側 計 左 右 爾側 計

10  年  度 20 156 9 185
  一黷R7

187 9 233

11 年  度 40 164 18 222 51 215 21 287

12 年  度 23 113 11 147 22 165 24 211

第5表  硬性初期七化群 （局所淋巴腺竈ノミヲ見ルモノ）

                          閻

累 計834333855411056754731

計

418

509

358

1285

（ 41 ］
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第6表  全訪所者数並二全結核敷二封スル硬性初期攣化群ノ百分率

♂回数633人 ♀門門817人 8＋♀實数1450人 ％

3訴訟所者12144人二藍シ

ﾂ至：結核 3279入口封シ

％一5．219．3

♀全三所者13616入二封シ

椛S結核 3637人二三シ

％一6．022．4

：至：訪所者（6＋9）25760人二三シ

S結核（3十♀）6916人二七シ

5．6

Q0．9

第；7表 ♂♀＋病訣別

左 右 爾  側

243（18・1％） 1114（76・8％） 92（5・1％）

率ノ差違ハ實際ヨリモ遙二大キイト考ヘラレ

ル．軟性初期攣一群ノ場合二月テハ左右ノ比ハ

大約113トナツテヰル事ハ前項二述べタ通リ

デアル．

第 8 表   硬・凶ヒ初期攣イヒ群年齢男lj表

δ ♀

年  齢
左 右 爾側 左 右 爾側

0 － 4 1 0 0 0 1 0

5 － 9 11 92 7 21 71 9

10－14 29 125 17 34 180 19

15－19 24 69 7 22 146 12

20－24 10 521 3 15 143 6

25－29 3 401 1 15 109 0

30－34 2 20 0 5 51 4

35－39 2 13 1   1 1 2 18 0

40－44 0 6 1
@  i

0 4 11 0

45－49 0 10 1 0 1 1 0

50－54 0 3 i 0 0 2 0

55－59 0 0 0 0 0 0

60－64 0

。l   I

0 0 0 0

65－69 0 0 0 0 0 0

70以上 0 Ol 0 0 0 0

計

2

211

404

280

229

168

82

36

21

12

5

0

0

0

0

総量二三
スル％

O．1

工4．6

27．9

19．2

15．8

11．6

5．7

2．5

1．4

0．8

0．3

0

0

0

0

 第8表ハ3年陶ヲ合計シテ，之ヲ年齢別二観

察シタモノヂアル．全歎1450人ヲ通ジテ4歳ノ

モノガ2人アルガ，之ハ或ハ石荻化竈デハナ

ク，比較的薪シイ所謂腫瘍型二才スルモノヂァ

ツタカモシレナイ．乳幼見殊二3歳未満ノモノ

ニアツテハ，其ノ移動三園が狭イカラ結核感染

ノ機會ハ甚ダ勘イト考ヘラレ，モシ感染ノ野禽

アリトスレバ其ノ殆ンド大部分ハ家族内デ行ハ

レルモノデアツテ，從ツテ多ク頻回濃厚ナル感

染ヲ受ケルモノト謂フベク，抵抗力少キ乳幼見

ニアツテハ比較的迅速ナル経過ヲトツテ発レル

モノが多ク，治癒ノ傾向ヲ示スモノハ甚ダ筆デ

アル．前揚ノ如ク軟性初期白化群ノ像ヲ示スモ

ノハ4歳以下＝於テ既二61人（全敏ノ1／6）ヲ数フ

ル＝拘ラズ，硬性初期攣化群二至ツテハ殆ンド

皆無ナノハ，此ノ年齢二於ケル初感染結核が如

［ 42 ］
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何＝不良ノ経過ヲ辿ルカヲ甚ダ雄藩二物語ツテ

ヰルモノト謂ヘル．

 5歳ヨリ9歳二野ツテ急二増加シ，10歳ヨリ

14歳マヂノ間二於テ下野二軍シ，以後再ビ漸減

シテヰル．軟性初期攣今寺ハ5歳ヨリ9歳マデ

ノ聞二於テ最：高値ヲ示シテヰルガ，硬性初期憂

蝦固ヂハー階段遅レテ最高値ヲ示シテヰル．印

チ軟性が硬性二攣ズルマヂノ時勢的差違が表ハ

レテヰルワケヂァル．

 成人以後ノモノが少数ナノハ，槍査人員ノ多

クナイノニモ原因シテヰルガ，一ツハ前＝モ述

べタ様二，吾々ハ成人二於テ硬性初期攣化群ノ

如キヲ国見シテモ，多ク意義少キモノトシテ不

問二附シ，「カルテ」二記載シナイ場合が多カツ

タノニモ由ルノデアル．

     第2節肺ノ第二次結核

 鼓二第二次肺結核ト稻スルノハ，Rankeノ第

二期乃至第三期二属スル結核ヲ指スモノデアル

コトハ前言シタ通りデアル．

 之ヲ単二限局型lokalisierende：Formト蔓延型

Generalisierende Formノニ種二大別シ得ル．

 前者ハRankeノ第三期結核二相當スルモノ

ヂ，病竈ガー定ノ内臓二限局シテ蔓延スル傾向

ノ少イモノデアリ，所謂曝葬性臓器結核isolier－

te Organtuberkuloseト稻スルノが之デアル．

 後者ハRankeノ所謂第二期ノ著明ナ型二驕

スルモノヂ，病患が比較的急性ノ経過ヲトツテ

全身二蔓延セントスル傾ヲ示スモノヲ言ヒ，血

行性播種結核，全身粟粒結核等ハ之二相當スル．

從ツテ本項二於テハ，我々ノ捉へ得タ限リ＝於

テ蔓延型結核ノー分症タル肺結核ヲ限局型肺結

核二封立セシメテ観察スル事トシ，之ヲ血行撒

布性肺結核5シタ．

    （A） 血行性撒布性肺結核

 從來血行性肺結核トシテ他ノ肺結核トハ劃然

ト匿別サレタモノニ，全身粟粒結核ノー分症タ

ル粟粒肺結核ガアル．然シコノ特異ナル症状乃

至維過ヲ示ス急性粟粒肺結核ノ外二，慢性ノ経

過ヲトリ，時＝ハ極ク僅カノ肺部分が侵サル・

二止マルモノガアリ，或ハ又全ク消失治癒スル

型ノ粟粒肺結核ノ存スルコトガ，最近主トシテ

臨床家ノ側カラ盛ンニ報告セラル・二時ツテ，

在來ノ所謂粟粒結核二酉スル考ハ飴程攣ツテ來

タ．更二叉近年：L6wenstein其ノ他二依ツテ結

核二於ケル菌血症B麗i脇pieノ解悟が盛二堅陣

レ，殊二重症肺結核ノ場合ニアツテハ多数例二

於テ之ヲ誰明スルモノヂアルコトが報告セラレ

テヰルガ，而モ臓器結核ヲ呈スル肺結核二血行

早着移ヲミルコトノ稀ナル事實カラ考ヘテ（約

2％），軍．二流血中二結核菌が存；在スル事ノミ

デ血行性早馬が成立スルモノヂハナク，ソレニ

ハヤハリー定ノ臓器冤疫ナリ或ハ「アレルギt…一」

ナリヲ假定シナケレバナラナイ．我々ハ結核ノ

過敏症期自PチRankeノ第二期二於テ最モ屡々

血行性播種肺結核二半遇スルコトヲ知ツテヰ

ル．此ノ事實ハ前記ノ「アレルギー読（Lieber。

meister， Huebschmann）二叉：モヨキ根擦ヲ與フ

ルモノヂアルガ，然シ：叉一方血行性結核ノ霊ク

ガRankeノ第二期二今生スルモノデハナク，

結核感染経過中ノ何レノ時期ニモ掌り得ルトナ

ス報告が相次イヂ獲表サル・二季ンヂ，事態ハ

：甚ダ紛糾錯雑スルヲ冤レナイノデアルガ，コレ

モRedeker等ノ言フ如ク，第二期及第三期ア

レルギー」ハ固定性ノモノデハナク互三可逆性

ノモノナリトスル読ヲ承認スレバ，一鷹ノ読明

ハツク様デアル．血行性播種結核が成立スルタ

メニハ，ソレが由ツテ來ルトコロノ原病竈ガナ

ケレパナラナイ．小見ノ場合二於テハ時二直接

結核病竈カラ移行スル場合モ考ヘラレテハヰル

ガ（Weigert），大多数ノ例句於テハ初感原獲竈

カラ局所淋巴腺ヲ経テ，淋巴管ヲ静脈角カラ上

室静脈二入ルト云フ機蒋が明カニナツテヰル．

 從ツテ此ノ場合二先ヅ結核菌ノ流入スルノハ

肺臓血管ヂアリ，蝕二菌ノ撒，毒力，個髄ノ抵

抗力等ノ相違ニョツテ輕重廣独様々ナル播種像

ヲ呈スルニ至ル．之ヲ血行早期撒布性肺結核

h且matogene：FrUlistreuung ト稻スル．

 之等二見ル「レントゲン像ハ，其ノ後ノ種々

ナル時期二野ル血行播種像ト大約異ルトコロガ

ナイ．只此ノ場合ニハ軟性初期饗化群ノ像ヲ詮

［ 43 ）
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明スル事が出來，叉側氣管腺ノ腫脹モ屡々認メ

得ルト言出Vルガ，粟粒陰獣ノ稠密セルモノ殊

ニソレラが周縁性浸潤ヲ作ツタ場合ニァツテ

ハ，其ノ申カラ軟性初期攣化骨ノ像ヲ拾ヒ上ゲ

ル事ハ時二困難ヂアリ，年齢，卵粉，経過，環

境歴等ニヨツテソノ早期撒布タル事ヲ判定スル

ヨリ方法ノナイコトが往々デアル．

 次二成人二見ル粟粒結核ノ原焚竈二丁シテ

ハ，前記ノ如ク静脹角腺マデノ淋巴腺ノ病竈カ

ラ菌が血液中へ流入スルト云フ詮（Ghon， Hue－

bschmann）ト胸管内二起始竈ヲ見出スト云フ読

（Weigert）トノ丁字ガアルガ，兎二二粟粒結核

ノ成立＝ハ艦内ノイヅレカニ結核十三が既存シ

テヲリ，コレヨリ血液中二菌が流入スル事二依

ツテ起ルモノデァル事ハ論ヲ侯タナイガ，只此

ノ際個艦が適當ノ「アレルギー歌態ニアル：事が

必要ナル條件デアリ，且ツ身艦ノ抵抗力二向ツ

テ低下的二作リ凡テノ生理的乃至病的因子が誘

因トナルモノト考フベキヂアツテ，下等ノ如何

二依ツテ種々ナル病型乃至症状ヲ呈スルモノ

デ，所謂’1’yphobazi］loseノ如キ激シイ症歌ヲ呈

スルモノヨリ，中閻型ト見倣サルベキ急性全身

性粟粒結核ヲ経テ所謂血行性播種性臓器結核二

間ルマデ，経過宮刑症1伏二種々ナル開削ガア

リ，部位的＝見テモ右側全肺二亘ツテ一様二結

節形成ヲミルモノカラ，箪二片側肺ノミニ限局

スルモノ，湖川上葉＝ノミ見ル場合，更ニヌ：肺

尖部ダケニ限ラレテヰル場合等侵襲範園が廣狭

様々ヂアル．

 因＝所謂Tuberkulosis fibrosis diffusa：或ハfi

brosa densa（Nemnann）ト稻…セラレル型ノ肺結

核モ元々血行性撒布結核ヲ素地トシテ出來タモ

ノト考ヘラレテヰルガ，之十二於テハ播種像ハ

失ハレ，二二肺瘍二移行シタモノデアルカヲコ

ノ項目ニハ入レテヰナイ．

 最：後旧主トシテ上肺野二数個或ハ其レ以上ノ

大小種々ナル石遷化竈ヲ見ル事ガァノLガ，之ハ

多数獲生セル粟粒結節ノ大部分が吸牧セラレ，

少撒ノモノノミが石荻化シテ遺淺シタモノト解

セラレテヰル．吾々モ斯ノ如キ藪例ヲ経験シテ

ヰルガ，特等モー括シテ本項二算入シタ。

 成績ハ第9表二見ル如クデアツテ，3年問ヲ

通ジテ僅々33例ヲ経験シタニ過ギナイ．

第9表 血行性撒布性肺結核

年 度

10 年  度

11 年  度

12 年  度

累 計

男

工障
0

1

1

o

o

1

2ji

晶晶

2

1

3

6

男

計

2

2

5

9

女

左

2

1

0

3

右

o

o

4

4

爾側

1

4

12

17

女

計

3

5

16

24

計

5

7

21

33

 然シ宇戸二於テハ，血行性播種結核：ノ頻度

ハ，遙二野イモノト察セラレルノデアルガ，之

等ノ中急性ノ輕過ヲ辿ルモノハ，一般二全身四

声が激シイ引目ニ，健康相談所ノ如キヲ訪レル

モノが少ク，多クハ開業審理ノ手＝委ネラレル

モノト考ヘラレル．

 片側性ノモノニ比シ爾側性ノモノが遙力X；r多

イノハ，其ノ群生機序ヨリ考ヘテ當然ノ事デァ

ラウ．女性が男性二比シテ甚ダ多イノハ特異二

黒ゼラレル．片側性ノモノノ：全；部が血行性デァ

ツタカ否カニ關シテハ吾々ハ確信ヲ有サナイ．

病理標本ヲ肉眼的二観察シテモ，其ノ撒布像が

血行性ノモノカ氣管枝性ノモノカ1亟別シ難イ場

合ガアルト言バレルカラ，況シテ「レントゲン

［ 44 1）
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像ノミニヨツテ，此ノ爾者ヲ鑑別セントスル事

ノ如何二困難ナルカバ想像二四クナイ．第10表

ハ全訪所者撒並二全結核藪二封スル血行性撒布

性肺結核ノ百分率ヲ示シタモノデアル．

 第ll表ハ全部ノモノヲ年齢別二見タモノデア

ルガ，思春期以前ノモノが遙カニ多イ．

第10表  全留所者数並＝全結核藪二封スル血行性撒布性肺結核ノ百分率

δ實激 9入 ♀實数24入
    、
ﾂ＋♀實轍33人

男子回忌所者12144人二封シ

j子全結核 3279人目封シ

％0．10．3

女子全話所者13616入二封シ

落q全結核 3637入二品シ

％一〇．20．7

全心所者（6 一一F 9）25760二二封シ

S結核（δ十♀）6916人二封シ

堕0．10．5

第11表  年齢別＝見タル1血行性撒布性肺結核

男 女 男
甥女話敦

年  齢
實 数

男総数二
父Xル％

實 敷 卵℃O二
父Xル％－   一       一     一 一

女計 二勤スル

@％
0 － 4 2 22．2 2 8．3 4

「 12．1

5 － 9 1 11．1 5 2α8 6 18．2

10－14 0 0 7 29．1 7 21．2

15－19 1 11．1 3 12．5 4 12．1

20－24 3 33．3 1 4．2 4 12．1

25－29 0 0 1 4．2 1 3．0

30－34 0 0 4 16．6 4 ユ2．1

35－39 0 0 1 4．2 1 3．0

40－44 0 0 0 0 0 0

45－49 0 0 0 0 0 0

50－54 O  i 0 0 0 0 0

55－59 21 22．2 0 0 2 i6・
1

60－64 ・i 0  1 ｝ 0 ］ 0 0 10

 此ノ中，學齢期以前ノモノハ所謂早期血行性

播種二鵬スルモノヂァツテ，多クハ麟膜炎等ヲ

併獲シテ不良ノ傳餓ヲトツテヰル．

 18歳ノ男子デ約1ケ年ノ経過ヲ観察中，爾肺

全面二撒布サレテヰタ無数ノ小結節が漸次吸牧

セラレテ，途ニハXフイルム」上共ノ痕跡ヲモ

認メナイマヂニ治癒シター例ヲ経験シテヰル．

     （B）限局型肺結核

 前項蔓延型肺結核二樹立スルモノヂァツテ，

之ヲ更＝肺尖結核ト通常慢性肺瘍ノニツニ分ケ

テ襯察シタ．

      a）肺 尖結核
 肺尖部ト云フモノヲ解剖學的＝定義シヤウト

スレバ，種々複雑ナ議論ガアルデアラウガ，我

々ハ「レントゲン検査二葉シテ，管球焦瓢ヲ大

約第5脊椎二置イタ際水卒鎖骨ヨリ上二見ル

恥部ヲ「肺尖野」トシテ，其ノ範園内二於ケル結

核性攣化ヲ肺尖結核トシタ．

 肺二於ケル再感竈ノ好獲部位が肺尖部デアル

事ハ，從來一般二心メラレテヰタトコロヂアル．

近時肺結核ノ起始竈トシテノ鎖骨下浸潤説，一早

期浸潤説が臨床家ノ側カラ盛ンニ唱ヘラレテヰ

ルガ，之等ノ所謂「i新読」ノ如何二關ラズ，肺尖

部二限局サレタ結核ハ明カニ存在スル．唯蕾來

「肺尖カタル」ナル診蜥が甚ダ屡々用ヒラレタノ

ニ比シテ，其ノ頻度が著シク少イモノノ様二考

ヘラレルノデァツテ，「レントゲン検査ヲ用ヒ

ズシテ此ノ種ノ診断ヲ下スコトノ躊躇セラル・

［ 45 ）
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所以ヂァル．

 肺尖結核ト成人肺癖トノ獲生論的因果關係二

一テハ，病理解剖噴門ト臨床家トノ間二上記ノ

「新読」ヲ巡ツテ意見ノ相違ガァルノデアルガ，

其等；二關シテハAi ＝ハ醐レナイ．

 「レントゲン學的三最：モ多ク見ラレルモノハ，

肺紋理陰磐ヲ東綴スル種々ナル大イサノ黙状叉

ハ不整形ノ細葉性小葉性病竈ノ像デアル．

 此ノ斑雪様陰騎二封シテ，禰蔓性ノ陰磐ヲ形

成スルモノヲ認メル：事ガアルガ，之ハ上記ノ細

葉1生小葉性病竈が周園浸潤ヲ件ヒ，其レ等が廣

ク融合シタ像デアル．肺尖二於ケル肺炎竈ハ時

二軟化シテ室洞ヲ形成スル事モ空トシナイ．然

シー般二我々が日常遭遇スル攣化ハ，既二硬化

性機韓二陥ツタ病竈二依ツテ現ハサル・像が多

ク，或ハ奮イ病竃ノ聞二倫ホ多少共新鮮ナ病竈

が介在スルが如キモノヲ見ル程度二止ル．從ツ

テ個々ノ陰磐ノ邊縁モ比較的鮮明デ，病竈自身

ノ陰モ濃イモノが多イ．更二進ンデ既二石友化

シタ像ヲ見ル事モ屡々アル．

 Puhl氏竈， Simon氏竈ト稻セラル・モノモ，

血行性二起ツタ肺尖病竈ノ細断化シタモノヂア

ルト解セラレテヰル．

 策12表＝ハ之等新劇，廣狭様々ナル肺尖竈が

一括シテ算入サレテヰルワケデアル．肺尖結核

ノ歎ハ年ト共二減少シテヰル．男子ハ女子ヨリ

モ租や多イ．左右ノ比ハ男女合計シテミルト右

側が左側ノ約3倍トナツテヰル．之ハ前二述べ

タ軟性初期攣化群二於ケルト略ボ同様ノ關係ヲ

示シテヰル，爾側性ノモノハ左側ノモノヨリモ

十二少イ．

 第13表削回訪所者数並二士結核数二封スル肺

尖結核ノ百分率ヲ示シタモノヂアル．

 第14表山回テノモノヲ合計シテ年齢別二見タ

モノヂアルガ，14歳以前ハ少数デアツテ而モ女

子二於テ男子ノ約2倍ヲ示シテヰル．

 15歳ヲ過ギルト急激二増加シ，男女共20歳ヨ

リ24歳マヂノ三二於テ最：多敷ヲ占メテヰル．

 街ホ上述セル如ク，全数二於テ女子ハ男子ヨ

リモ少イニ拘ラズ，所謂結核年齢ト稻…セラル・

15歳ヨリ24歳マデノ闇二逸書テヰル藪ハ女子二

三テ却テ多イ．其レ以後ノ年齢二郷ケル肺尖結

核ノ撒ハ，女子＝アツテハ比較的急二減少シテ

ヰルガ，男子二於ケル減少ノ様子ハ梢や綾慢ヂ

アル．

 即チ思春期前後二於ケル肺尖結核ノ出現…率

ハ，男子ヨリモ女子二於テ多ク，成年期以後ハ

男子二女イト云フ結果ヲ示シテヰル．

年

10

11

12

度

年  度

年  度

年  度

累    計

第12表肺尖結核
6

左陵
30

17

19

話7

99

61

41

201

♀ ：総

爾

6計

左 右 爾

♀計

計

16 145 16 72 ユ5
1・31

248

12

9

90 1 25 1 53 1 19

69 1 19 1 38 i 9

97

66

187

135

37 1 304 1 60 1 163 1 43 1 266 570

第13表  全一所者籔並二全結核敷二封スル肺尖結核ノ百分率

δ實数304入 ♀實藪266人 ％ δ＋♀呪師570人 ％

δ：全冊所者12144人二i封シ

R至：結核 3279人二封シ

％｝2．593

♀至：訪所者13616人二封シ

梶F全結核 3637入二封シ

2．0

V．3

（δ十♀）下弓所者25760人二i封シ

iδ十♀）全結核 6916人二！封シ

22

W．2

［ 46 ）
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第14表  年齢別二見タル肺尖結核

年  齢

O － 4

5 － 9

10 一 14

15 一一 19

20 一 24

25 一 29

30 一 34

35 一 39

40 一 44

45 一 49

50 一一 54

55 一 59

60 一 64

65 一 69

70以上

計

6

左  右

0

2

2

12

16

19

4

5

4

1

0

1

0

0

0

66

o

o

7

39

38

37

22

16

15

11

5

9

2

0

0

201

爾側

o

o

1

3

9

5

5

4

3

3

1

1

0

2

0

37

6

計

0

2

10

54

63

61

31

25

22

15

6

11

2

2

0

6総敷二
射スル％

o

O．7

3．3

17．8

20．7

20．1

10．2

8．2

7．3

4．9

1．9

3．6

0．7

0．7

0

304 ！ 100．0

9

左

o

o

7

11

20

7

8

3

3

2

1

0

0

0

0

62

右

0

2

13

47

39

18

11

14

6

6

0

6

1

0

0

163

雨側

o

o

2

11

12

7

5

0

0

0

1

0

1

3

0

9

計

0

2

22

69

71

32

24

17

9

8

2

6

2

3

0

42 ir 267

♀総勲二8＋♀
封スル％ 計

o

O．7

8．2

25．8

26．6

12．0

9．0

6．4

3．4

3．O

O．7

2．2

0．7

1．2

0

100．0

0

4

32

123

134

93

55

42

31

23

6＋♀総
激二封ス
ル％

o

O，7

5．6

21．5

23．5

16．3

9．6

7．4

5．4

4．0

1．4

29
0．8

0．9

0

100．0

      b）通常慢性肺瘍

 肺ノ第二次結核：ハ，一般二肺尖部二現バレル

再感竈Reinfektヲ基地トシテ，漸次他ノ部分

二蔓延接大スルモノヂアル事ハ，從來一般二承

認セラレテヰタノデァルガ，近時肺結核ハ肺尖

以外ノ部ヨリ始マルト云フ所謂Neulehreガ

Simon， Assmann， Romberg， Redeker， U Irici等

ノ臨床家ニヨツテ盛ンニ唱導セラレテ以來，成

人肺瘍獲生観ハ肺尖起始説ト早期浸潤読トノニ

ツヲ巡ツテ論孚ガ叢キナイ．

 叉再感竈ノ成立二關シテモ，極端二外因詮

（Aschoff一派）ヲ奉ズルモノト，内因説（Hne－

bschmann， Ghon）ヲ主張シテ譲ラザルモノトア

リ，之等ハ今後ノ結核學者二残サレタ興味アル

研究命題ヂァルガ，本編ヂハ肺癖獲生ノ機序二

封スル考察，叉ハ夫等二關スル諸読ヲ論議スル

事ハ本來ノ目的ヂハナイカラ，：妓ニハ凡テ之ヲ

省略スル．

 次二肺結核ノ分類二關シテハ，病理解剖學的

槻察二主黙ヲ置イタモノト，臨床所見ヲ主眼ト

シタモノトノニ檬ガアリ，Aschoff， Neumann，

Graff u． KUpferle， Bard， Brauning， Pagel－Hen－

ke，熊谷等ノ代表的ナモノヲ始メトシテ数多ク

ノ案ガ護表サレテハヰルガ，何レモー長一短ア

リ，簡ニシテ尚ホ且ツ病状ノ全貌ヲ窺フニ足ル

様ナモノハ無イ様デアル．

 我々ハ敏ニハ便宜上内藤（ノn金一‘）氏ノ分類法二

準擦シタ．但シ同氏ノ分類規定ハ病竈ノ廣サニ

ヨル分類，性歌ニヨル分類，病欣ノ傾向ニヨル

分類ノ三種カラナツテオリ，之等ヲ互二組ミ合

セルコトニナツテヰルガ，健康相談所ノ如キ唯

1回ノ訪所患者ノ多イトコロヂハ，疾病ノ性歌

乃至ハ傾向ヲ的確二定メル事ハ困難ヂアルノ

ヂ，此ノ中ノ病竈ノ廣サニヨル分類ノミヲ探川

シタ．方法ハ次ノ如クデアル．

 病竈ノ廣サニヨル分類

 （イ） 限局t生（10kalislert）

 片側ニノミ片側全肺野1／3ヲ超エザル程度ノ陰影ヲ

見ル場合．

 但シ同時二同側叉ハ他側肺門部二線賦若クハ索状ヲ

呈シ，或ハ直径約3mm以下ノ陰影或ハ其ヨリ大ナル

モ縁邊甚シク鮮明且ツ濃度モ強クシテ明カニ石灰化竈

［ 47 ）
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ト思バレル陰影ノ存在スルヲ妨ゲズ．

 （ロ）片側性（einseitig）

 前者ヨリハ廣キモ尚ホ片側以内二限ラレル場合．但

書ハ前項二三ジ，

 （ノ、） 爾倶U性…（beiderseitig）

 左右爾二二二種kノ大キサ及ビ敷高ノ陰影ヲ見ルモ

備ホ全肺野二丁ラザル場合．

 （＝＝・）   全肺野，トヨk  （tota1）

 全肺野二種目ノ大サノ陰影ヲ多数二見ル場合．

 此ノ分類ヂ一転二於ケル凡テノ結核性病弊

ヲ包含セシメテヰルモノト解セラレルガ（但シ

harter：Prim5rkomplexノ像ノミハ猫立セシメテ

ヰル〉，前言セル如ク我々ハ初感染時肺結核ハ

凡テ；9一一次肺結核トシテ項ヲ別ニシテ取扱ツテ

オリ，叉第二次肺結核ノ中デモ，血行性撒布性

結核拉二肺尖結核ハ各々面立セシメテ観察シ

タ．

 街ホ此ノ分類ハ，上記ノ如ク軍二X線槍査ニ

ョル病竈ノ廣サニ依ツタモノデアルカラ，其ノ

性状，例之滲出性，壌殖性，硬化性等ノ軒別，

或ハ早期浸潤乃至後期浸潤ノ旺別，室洞ノ有

無，更二叉開放性ナリや閉鎖性ナリや等ノ匠別

バー一ﾘ不明ヂアリ，病状ノ傾向ニシテモ活動

性，非活動性，進行性，停止性，潜伏性，陳奮

性等ノコトニ關シテハー切窺ヒ得ナイモノデァ

ツテ，甚ダ粗雑タルヲ冤レナイ．

 第15表ハ此ノ分類法ニヨル成績ヲ年度別二観

タモノヂアル．全般的二見テ全等野性乃至ハ爾

1町回ノ如キ，・一・早口廣汎ナル病竈ヲ有スルモノ

ノ率が年毎二減少シ，代りニ限局性小範園ノモ

ノが増加シテヰル傾向ガアル．

第15表 通常慢性肺瘍
6 9

年限局性片難醐性fii 6限局性1片恨爾倶幡羅♀総
度 左筆i左君

左く贋 右1性  『

 計
右 左＿1＿

左》1左＝
@右 右一   一

一 一 一 ｝           一

@左く
@ 右一

計 計

10年度

P1年度

P2年度1

左一174552 右『387169178 左201820－58 右〔293528㎝92

一46

T5

S5

P46

一 一
P7

R7

Q4

w 一
V8

42 6

V6 5

T917

P77 18

215

R39

R04

左一124047一99

32 10

V8 23

右需 ｝163921

22 10

S9 30

S1 22

32

S9

S3

p124

野性『864－18

142

R14

Q59

357

U53

T63

累計1・・4一   『 一    一
861 器 一76 ㎜     ＿

P12 62 レ15 1576

 之ハ結核ノ早期書見＝主力ヲ注冷，治療行爲

ノ如キ二等トスル相談所本來ノ方針ノ理解が漸

次一般二行キ亘りツ・アル誰左トミラレル．

 限局性ノモノヲ左右別ニミルト矢張リ右側ノ

モノが多イガ，ソノ差ハ軟性初期攣群群叉ハ肺

尖結核等ノ場合二見ル程大デハナイ．之等ノ場

合ハ約1：3デアツタ．

 片側性二丁ツテソノ差ハ更二二少シテヰル．

爾側性ノモノハ之ヲ更二左が右ヨリ廣イモノ，

左右同等ノモノ，右が左ヨリ廣イモノノ三ツニ

分ケテミタ．

 但シ侵サレタル面面ガ：左右同等デアルカ或ハ

多少ノ差ガァツテモ，例ヘバ右側ノ所見が明カ

ニ左側ヨリモ陳奮ヂ硬化乃至萎縮＝傾イテオ

リ，殊二硬壁性室洞ヲ有スルが如キ場合ハ右側

ノ病憂が左側二先行シタモノト考ヘテ左〈右ト

記入シタ．左〉右ハソノ四四デアル．

 此ノ場合二於テモ左〈右ノモノが左〉右ノモ

ノヨリ梢多イ．

 左＝右トアルハ，僻邑ノ範園ハ元ヨリ病竈ノ

国歌乃至ハ新奮ノ度合等モ全ク同等ヂァツテ何

レが先後ト匿別シ難イ場合ノ記號ヂアル．

 左＝右ノモノノ中＝ハ単側同時二血行性二黒

マツタモノが相當多イノデハナイカト察セラレ

ル．

 樹ホ男子患者が女子患者ヨリ多イノハ從來ノ

報告ト 一etシテヰル．男子ハ仕事ノ性質上感染

機會並二過激ノ勢務二服スル事が多イカラデァ

［ 48 ］
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ラウ．

 第16表ハ全国所者数並二全期戸数二i封スル通

常慢性肺瘍ノ百分率ヲ示シタモノヂアル．

第17表ハ全部ヲ合計シテ之ヲ年齢別二観察シ

タモノヂアル．

全車トシテミルト，14歳以下ノ第二次肺結核

第16表  全訪所者藪並＝全結核激一封スル通常慢性肺疹ノ百分牽

6實激861人

♂全訪所者12144人二封シ

6全結核3279人二三シ

♀實数715人 δ＋♀實数1576人 1％

封シ

父V

％ 7．126．3

♀全訪所者13616入二巴シ

椛S結核 3637人二二シ

％一5．319．6

至訪所者・（6＋9）25760人二丁シ

S結核（6＋9） 6916人二i討シ

6．1

Q2．8

第17表  年齢別＝見タル通常慢性肺瘍

＄ ♀

年 齢

♂計

♂網三二

父Xル％ 限局 片側
極側i全肺＿1＿

♀計

♀総二二

父Xル％

男女計 男女総
ンｬ封スル％

0－4
T－9
P0－14

限局一 一      『

O110

片側『 一  一  ㎜

O16

市側一

Z39

全肺『

O00 0525 00．62．8 0215 035 0  0

V  0

Q8 2

01250 01．77．1 01775 OL14．7

15－19

20－24

25－29

30－34

35－39

40－44

45－49

50－54

55－59

60－64

6Jr 一69

70以上

52 1 21 1 62 1 2 1 137 1 15．6

75 1 35 1 98 1 4 1 212 1 24．1

57 1 26 1 71 1 6 1 160 1 18，1

51 1 21 1 53 1 2 1 127 1 14．4

18 1 11 1 27 1 1 1 57 1 6．5

1O I 8 124 1 0 1 42 1 4．8

9 1 4 124 1 2 1 39 1 4．4

8 1 6 113 i 1 1 28 1 3．2

817110101 25 1 2．8
41318！01 15 1 1．7
3 10 10 10 1 3 1 O．3

11114101 6 1 O．7

48 1 29 1 82 1 4 1 163

75 1 21 i 61 e 3 1 160

51 1 28 1 49 1 4 1 132

26 1 16 1 28 1 2 1 72

14111i7111 33
9 15 110111 25

7 13 111101 21

1212 17 101 21

2 10 13 101 5

4 10 11 11 1 6

313 11 101 7
010 12 101 2

23．0

22．4

18．6

10．2

4．7

3．5

2．9

2．9

0．7

0．8

1．O

O．3

300 1 18 9

372 1 23．4

292 1 18，4

199 1 12．5

90 1 5．7

67 1 4．2

60 1 3．8

49 1 3．0

30 j 1．9

21 1 1．3

10 1 O．6

8 1 O．5

計万面4・Sl’ig－881［1・… 268112612971 18 1 709 1 100．0 1 1590 1 10e．O

ハ甚ダ丁丁ヂアル．コノ数字ハ10歳以下ノモノ

ニ早期浸潤ノ如キヲ護見スル事ハ，比較的稀ナ

リトスル諸家ノ報告ヲ裏書キスルモノデァル．

15歳以後急激二増加シ，コレヨリ24歳迄ノ間二

於テ最高ヲ示シ，其ノ後ハ比較的綾二二減少シ

テヰル．

 男子二於テハ，輕症重症ヲ通ジテ20歳ヨリ24

歳ノ聞二於テ最高値ヲ示シテヰルガ，女子ニア

ツテハ脚力趣ヲ異型シテヰル．

 EPチ限局性ノ如キ比較的初期二驕スルモノデ

ハ男子二於ケルト同様ノ關係＝アルガ，片側

性，爾側性乃至ハ全肺野性ノ如キ比較的進行セ

ルモノハ，却テ15歳ヨリ19歳迄ノ間二丁テ頂黙

ヲ示シテヰルノハ注目二値スル．

 換言スレバ，女子ハ男子ヨリモ年若クシテ重

症肺瘍二陥ルモノが多イト云フ結果ヲ示シテヰ

ル．此ノ：事實ハ，軍二爾三間ノ抵抗力ノ差逮ノ

如キヲ以テノミ三明シ得ルモノカ，或ハ樹ホ他

ノ種々ナル因子ノ’協力ニヨルモノヂアルカバ，

輕々二断ジ難イノデァツテ，之等ノ貼二關シテ

ハ，更正職業，環境，家族歴，出生地等ヲ詳細

二調査シテ，他日報告スルトコロアラン事ヲ期

シテヰル．

 30歳以後ノ重症結核ハ女子二於テ男子ノ約牛

［ 49 ］
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数二等ギナイ．

 之ハ家庭婦人トシテ落着キヲ得レバ，其ノ感

染機倉叉ハ心身ノ消耗，疲懲等ハ，男子ノソレ

ニ比ブベクモナイ二二ヲ以テ三明シ得ルト考ヘ

フレノレ．

 第1圖一月該年齢二封スル軟性初期璽化群，硬性

初期攣化群亜二通常慢憧肺霧ノ百分率曲線テー括シ

テ聾心シタモノデアリ，

 第2圖ハ軟性初期攣化群，硬性初期攣i化群並二通

常慢性肺虜ノ至言所者二i封スル百分率曲線ヲ一括シ

タモノデアリ共二便麗二資シタツモリデァル．

第2章 肋

     第1節 薪鮮ナル肋膜炎

 肋膜炎ト結核Fノ關係二三テハ，小見ノ場合

ト思春期以後二於ケルモノトデ其ノ趣ヲ異ニシ

テヰル．乳兇及離見二見ル肋膜炎ハ多ク化膿性

デァツテ，滲出性肋膜炎ノ甚ダ勘イコトハ周知

ノ事實デアリ，シカモ此ノ化膿性肋膜炎ノ大多

数ガ，非結核性ノモノヂアル事モヨク知ラレテ

ヰル．然ルニ學齢期ヲ過ギテ思春期二尊ルニ從

ツテ，化膿性肋膜炎ハ次第二影ヲ潜メ，之二代

ツテ滲出性肋膜炎が漸増シテ來ル．

 コノ場合ノ滲出性肋膜炎ガ，大：部分結核性ノ

モノヂアル：軍配，從來多クノ學者ニヨツテ誰明

サレテオリ，此ノ事ハ異見童ノ「ツベルクリン

反慮陽性率ガ，年ト共二上昇スル事實ト照合シ

テモ肯ケルノデアル．

 肋膜炎ハ結核感染経過中ノ如何ナル時期ニモ

起り得ルガ，Myerhoferハ臨床上大井次ノ様二

分ケテヰル．

  （1）初感染病原時二於ケル肋膜炎

 a）初感原獲竈ニヨル肋膜炎

 初感原獲竈Prim5raffekt一斗ク肋膜下Sub－

pleural二位置シテヰルノヂ，ソレニ相馬シタ場

所二肋膜炎ノ起ル事が屡々アル．

 多ク限局セル乾性肋膜炎ヂアツテ，其ノ部二

摩擦音ヲ聴クコトガアル．滲出性ノ場合ハ比較

的少ク，縦令液が護生シテモ多クハ少量デアツ

テ，而モ肋膜腔内ヲ略ボ均等：充盈シツ・肺臓

三園ヲ外套歌：二三ンヂヰル．（LameUaere Pleuh－

tis）液量ガ250－30ecc．＝及べパ，胸壁内面二

滑フテ幅1cm程度ノ所謂Thoraxsaumガ認メ

ラレル，然シー般ヵラ言ツテ，此ノ原護病竈二

件フ肋膜炎ハ症駄一般二輕微ヂアリ，「レントゲ

膜 炎

ン所見ノ如キモ明瞭ヲ飲クノヂ看過サレル場合

が少クナイ．

 b）所驕淋巴腺腫大二作フ肋膜炎

 之ハ「レントゲン槍査ノ進歩二依ツテ，近年

漸ク諸家ノ注意ヲ牽クニ至ツタモノデアルガ，

侵サレタ淋巴腺ハ肺門叉一考隔膜附近ニアルカ

ラ，此ノ部ノ肋膜炎帥チ後二述ブルトコロノ縦

隔膜肋膜炎乃至：葉間肋膜炎叉ハ爾者合併ノ形ヂ

來ル．多クハ滲出性ヂアルガ，叉時二乾性ノ事

モアル．三二述べタ炎衝型肺門淋巴腺結核二合

併シテ半々此ノ型ノ肋膜炎或ハソレノ遺残像ヲ

見ル事ノアルノハ，X線欝乎二携ルモノノ齊シ

ク知ルトコロデアル．

  （2）結核第二期＝現ハル・肋膜炎

 Rankeノ第二期EPチ血行性播種期二世バレ

ルモノヂアツテ，青年期ノ所謂特護性肋膜炎ト

稻セラル・モノノ大多藪：ハ之二合スル．

 之ニモ限局性二來ルモノト肋膜ノ全面二亘ル

廣汎ナルモノトガアル．

 a）結核竈が血行性二等内二生ジタ場合二，

其ノ部二限局シテ乾性肋膜炎ヲ起スコトガァ

ル．コノ際ソノ部二限局性ノ摩擦音ヲ聴クモノ

ヂアルガ，時二甚ダ輕微ヂアツテ袖壁精細二聴

診ヲ行ハナイト之ヲ逸スルコトガアル．

 b）廣汎性滲出性肋膜炎

 之ハ血行性播種ノ度が強ク，多歎ノ結核結節

が肋膜叉ハ其ノ直下二生ジタ場合二幅バレルノ
                 ゐ
ヂァルガ，叉軍二過敏猷態二陥レル肋膜ガ，結

核毒素ノタメニ反慮性炎症ヲ起シテ來ルコトモ

アル．之ヲAIIergische Pleuritisト構スル．此ノ

型ノ肋膜炎ハ結核初感染後4乃至8ケ月ヲ経テ

1アレルギー」ガ弧マリ，肋膜が過敏猷態ニナツ

［ 51 ］
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タ時期二現～、レルモノデ，從ツテ我馬出於テハ

青年暦二多ク老人ニハ少イ．此ノ今一，本邦二

於テハ青年期ニアツテモ尚ホ結核未感染者ノ比

較的多イ導車ト考へ合セテ，容易二理解スルゴ

トが出來ル．

 第二期肋膜炎が果シテ血行性播種二依ツテ起

ツタモノヂアルカ，或ハ純粋二「アレルギー性

ノモノヂアルカヲ決定スル：事ハ，肋膜滲出液中

二結核菌ヲ謎明スルコトノ比較的高率ナル事實

ト相侯ツテ，甚ダ困難ヂァルト察セラレル．

  （3）結核第二期＝一現バレル肋膜炎

 肺療ノ合併症トシテ來ル肋膜炎デ，晩期肋

膜炎或ハ随件性肋膜炎Begrleitpleuritisトモ稻ス

ル．経過綾慢デ第二期二見ルモノノ様二治癒ハ

容易デナク，比較的彊イ癒i；着乃至腓砥形威ヲ螢

ムモノが多イ．樹ホ本塗計二於テハ，明カナル

肺病攣ヲ示スモノハ其ノ部二算入シテ肋膜炎ノ

中ヘハ入レテヰナイ．

 尚ホ肋膜炎ハ其ノ侵サル・部位ニヨツテ分ケ

ルト，普通ノモノ帥チ胸壁肋膜ト肺臓肋膜トノ

聞二半ケル乾性乃至滲出性肋膜炎ノ外二，次二

軍ブルが如キ所謂異型性肋膜炎ト構セラル・モ

ノガアル．

  （4） 異型性肋膜炎

 a）外套欣肋膜炎1・amell：ire Pleuritis

 三二就テ四馬ニ一言シタ．初感原焚竈ノ影響

ヲ受ケテ生ズルモノデアツテ，滲出液ハ普通ノ

型二見ル如クDamoiseau氏曲線心隔致シタ瀦

溜ヲ示サズ，胸廓内面ヲ均等二充盈シテ所謂

Thoraxsaumヲ形成スル．其ノ輕度ナルモノハ

屡々看過シ易イ．

 b）包褻性肋膜炎abgesackte s． abgekapselte

Pleuritis．

 肋膜炎ノ輕平中殊二其ノ緊縮期二三テ屡々局

所二「フィブリン性ノ包裏が起ル．或ハ初期二
  お
於テ既二軍裏ノ起ルコトガアルガ，之ハ炎衝刺

戟ノ彊イ場合ヂアツテ化膿性ノモノが多イ．

 部位ハ多ク背部側方ニァリ，「レントゲン槍

単二際シテ閉包裏ノ大イサニー致シテ難卵大，

牛圓形或ハ紡錘歌ノ陰騎が澄明肺野二向ツテ突

出シテヰルノヲ見ル．

 c）横隔膜肋膜炎Pleuritis diaphragmatica

他畳症状ハ僅微デァツテ，唱酬横隔膜ノ學上ト

蓮動障碍が見ラレルトイフ．摩擦音，濁音等ハ

ナイ．時トシテ少量ノ滲出液が肺基底部二戸ル

コトガアルが看過サレ易イ．此ノ型ノ肋膜炎ハ

ー般二戸ナモノト考ヘラソテオリ，我々モ的確

＝診断ヲ下シ得上例ヲ有サナイ．

 d）縦隔膜肋膜炎Pleuritis mediastinalis・

 屡々見ラレルモノデハナイ．滲出液が肺ト前

乃至後縦隔膜トノ間二瀦溜スルノヂアツテ，ソ

ノ何レニ存在スルカニ依ツテPleuritis med． an－

teriorトPleuritis med． posteriorトニ分ケ得ラ

レル．一般＝前者ノ方が多ク隔世鋸山左右ノニ

種二分ケラレル，病状が比較的少ク，確實ナル

診断ハ猫リ「レントゲン」二依ツテノミ下シ得

ル．

 e）葉間肋膜炎

 之ハ各肺葉問ノ間隙禺獲生スルモノヂ，「レン

トゲン槍査＝依ラナケレバ獲見困難ナル場合が

多イ．滲出性ノ場合ニハ，「レントゲン學的＝八

葉聞ノ種類，或ハ大葉聞肋膜腔grosse：LaPl）enS－

palteニアルカ，乃至ハ小葉間肋膜腔kleine La－

ppenspalte更二叉之等肋膜腔ノー部分ニアルカ

：全領域二亘ルカ等ニヨツテ種々ナル像ヲ呈スル

モノヂアリ，且ツ管球ノ位置二依ツテモ色々ノ

映像ヲ示スモノデアル．

 他方叉鑑別診断ヲ要スルモノモ多々アリ，之

が診画磁極メテ写照ナルヲ要スル．

 街ホ葉間肋膜炎ニハ乾性ノモノモ屡々來ルノ

デァルガ，此ノ場合＝ハ治癒シタノL後ノ葉聞腓

豚ト旺別スルコトノ困難ナコトガアル．

 最後二葉間毛髪像モ屡々遭遇スルモノヂアツ

テ，之が病的ノモノナリや否やニ關シテハ議論

ガアルノヂアルガ，我々ハ之ヲー切本題計二算

入シナカッタ．

     （A）通常桑弓性肋膜炎

 以上＝ヨツテ肋膜炎ノ大膣ヲ述べタノデアル

ガ，本統計＝於テハ病期二依ル分類ヲセズ，主

トシテ＝部位；依ル分類法ヲ採ツタ．

［ 52 ）



石川縣健健相談所二於ケノt種ftナル統計的報告 3479

 ・先ヅ初点；通常滲出性肋膜炎ヲ年度別，性別

三二病士別ニシ，十二十溜液ノ量ヲ少量，中等

：量，大：量ノ三ツニ分ケテ表ヲ作ツテ見タ．

 第18表ガソレヂアル．

 年度別＝ミルト，11年度ニハ前年度二二シテ

急激二増加シテヰルガ，12年度ニ四十ビ減少シ

テヰル．

 性別デハ男子二胡テ租や多イ．病側別ヂハ全

第18表 通常滲出性肋膜炎
8 ♀

年   度

左 側
右 側一 一  一 一     一   ＿

爾 側 左 側 爾 側

一1

少量423
一一w

左側言1134120

少量 陰獣

右側馳345540

少爆  一ﾈ大
剽ﾊ1量

一周’中

ﾊ
等量

天量

左側計

少量
中等量

大量

右側計餌5727

少騒  一唐P大

ﾊ瞳：

♀計｝418055

男女計

10年度

P1年度

P2年度

21

P蝦

7 696

応41
001－1

61

｡猛6321・1

8619 688 22竺一 16

P6

Q4

T6

17

R4
 413

P1617
P311014一 一             ｝ 一   一     ｝

13’一

一  一 一  一  一                  一 一

@〇 〇
@410  ；

Qi2ρ

爾側赴1714121

一88

P180

Y［386

累 計
  一 一 ｝V4レ813・121 129同 24 P2211・ 6・［3・114i1・8 6161・

一176

燈トシテ男女共右側が左側ノ約2倍トナツテヰ

ル．爾側ノモノハ遙カニ少イ．

 液量ニツイテ見ルト少量ノモノ最モ多ク，中

等量之二次ギ，大量ノモノが最モ少イ．

 然シ尚ホ仔細二観察スルト，XiL側ニアツテハ

中等量乃至大量ノモノガ，少量ノモノニ比シテ

遙カニ少童ナルニ拘ラズ，左側二於テハ中等量

以上ノ液量ヲ有スルモノノ比が右側二比べテ大

ナル結果ヲ示シテヰル．

 第19表ハ全嘉酒彌撒立面全結核数二封スル通

常滲出性肋膜炎ノ百分率ヲ示シタモノヂアル．

 第20表ハ，上記ノ通常滲出性肋膜炎ヲ合計シ

テ年齢別二一タノデアルガ，15歳ヨリ24歳迄ノ

聞二尉テ最多敏ヲ示シテヰル．三二述ペタ如

ク，肺病攣ノ明カナモノハ肋膜炎ノ項目ヘハ算

入シテヰナイノヂアルカラ，本荘中ノ大部分ノ

モノハ初感染時乃至ハ結核第二期二出現スル所

謂特獲性肋膜炎二相當スルモノト考ヘラレル．

從ツテ本丁ノ結果カラ見レバ，我二二於テハ青

年期前後二於テ結核初感染ヲ受ケルモノノ少ク

ナイコトが理解出來ル．

      （B）乾性肋膜炎

 第21表ハ乾性肋膜炎ヲ集メタモノヂァル．之

二麗スルモノハ「レントゲン學的＝バー般二何

等肋膜ノ応化ヲ護見シ難ク，時二僅カニ横隔膜

蓮動ノ制限ヲ見ル＝過ギナイガ，理學的ニ皿盛i

擦昔乃至ハ捻髪音ヲ蝋取シ得ルモノデアル．全

数嘩カニ30例，男女同藪ヂアリ，病側別トシテ

ハ男女ニヨリ違ヒガアルが合計スレバ左右略ボ

同寸ヂアル．

 第22表ハ之ヲ年齢別二槻タモノデアルが例籔

が少イ爲田鼠タル結果ヲ掴メナイ．

 次二第23表ハ所謂癒着性肋膜炎ヲ集メタモノ

デァル．但シ我々が蝕二言フトコロノモノハ，

「レ線的ニモ明カニ肋膜ノ攣化が認メラレ，術

ホ：直雇的ニモ共ノ部ノ濁音及ビ摩擦音ヲ器キ得

ルモノデアツテ癒着完成ノー歩手前ノモノデア

ル．性別＝ハ女二多ク，病躯トシテハ全般的＝

槻テ右側が多イ結果ヲ示シテヰル．

 第24表ノ年齢別デハ少数ノタメ確實ナ結果ヲ

第19表  全訪所者藪並二全結核藪：二一スル通常滲出性肋膜炎ノ百分率

6實激210人 e／e ♀回数176人
。／o 6十♀實婁女 386入 e／o

a全訪所者12144人目封シ

猿褐糾j 3279入二1討シ

1．7

U．4

♀：全訪所者・13616人二こ口

梶F全結核 3637人二封シ 4．8

、3鰯瀦（6＋9）2576・入樹シ1

@全 宗吉 核（＄十♀）  6916人二斐寸シ

1．5

T．6

【弱 】
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第20表  年齢別二見タル通常滲出性肋膜炎

男 女 男 男女総
年  齢

實 数
男総数二
¥スル％

實 敷
女総撒二

¥スル％

女計 数二封スル％

0 －4 3 1．4 2 1．1 5 1．2

5 －9 11 52 8 4．5 19 4．9

10－14 25 119 23 13．1 48 12．5

15－19 67 31．9 44 25．1 111 28．8

20－24 57 27．1 50 28．5 107 27．7

25－29 15 7．2 20 1L4 35 91

30－34 10 4．8 9 εL1 19 49

35－39 8 3．6 8 4．5 16 4．2

40－44 3 1．4 4 23 7 1．8

45－49 2 1．0 2 1．1 4 1．0

50－54
1  ［ 0．5 2 1．1 3 08

55－59 2 1．0 2 L1 4 1．0

60－64 3 1．4 1 0．6 4 1．0

65－69 2 1．0 1 0．6 3 α8

70以上 1 α5 0 0 1 0．3

第21表 乾性肋膜炎

年 度

10年 度
11年 度
12年 度

累 計

男

左

0

5

1

6

  
右陣側

1男
｝計

1

4

4

9

o

o

o

o

1

9

5

15

女

左

2

5

1

8

右陣側

2

2

3

o

o

o

17”H 撃?

女

計

4

7

4

15

男
女
計

5

16

9

30

第22表  年齢別二見タル乾性肋膜炎

年齢  男 女

O－41 0
5－91 1
10 一一一 14 1 2

0

1

2

15一一19 5 2

20－24 4 3

25－29 1 3

30－34 0 2

35－39 2 0

40－44 0 0

45－49 0 2

50－54 0 0

［ 54 ］



石川縣健康相談所二於ケル種々ナル統計的報告 3481

第23表 癒着性肋膜炎
男 女

年    度
左 右 雲高

早計

左 右 爾側

女計 男女計

10 年  度

P1 年  度

P2 年  度

314 304 003 6111 315 21011 102 61118 12

P2

Q9

累 訓8 7 3 18 9 23 3 35 53

第24表  年齢別二見タル癒着性肋膜炎

年  齢 男 女

0 － 4 0 0

5 － 9 1 2

10－14 1 2

15－19 4 5

20－24 6 7

25－29 2 6

30－34 1 6

35－39 3 2

40－44 0 3

45－49 0 0

50－54 0 1

55－59 0 1

60－64 O  I 0

云爲スル事が出來ナイ．

     （C）異型性肋膜炎

 次二第25表，第26表，第27表ハ所謂異型性肋

膜炎ヲ集メタモノデアル．之等ハ凡テ比較的新

鮮ナモノノミヂアツテ，既二二高高成二陥ツタ

モノハ此虞ヘハ入レテヰナイ．

 外套欣肋膜炎ハ10年度＝於テ1人（δ24歳）獲

見シ得タダケデアル．之ハ結核初感期ノモノヂ

アツタト考ヘラレル．

葉間肋膜炎ハ全一25人，女二於テ梢や多ク，

左側ノモノハー例モナカツタ．

 包裏性肋膜炎ハ全敷8人，女子ニナク，病側

トシテハ右側が左側ノ3倍トナツテヰル．

 縦隔膜肋膜炎ハ全tw 3人，男子ニナク，左側

ノモノ2入，右側ノモノ1人トナツテヰル．

 帥チ異型性肋膜炎ハ全部ヲ合シテモ僅々36例

第25表 葉問肋膜炎
i 男 女

年    度 左  1
右

男計

左 右

男女計

10  年  度

P1 年  度
P2  年  度

0001 056

●056
000 0410 0916

累    計 ・1エユ 11 0 14 14 25

［ 55 ］
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第26表 包両性肋膜炎：

男 女

年    度
左 右

男計

左 右

女計 男女計

10 年  度

P1 年  度

P2 年  度

020 132 152 000 000 00「0 152

累    計 2｝6 8 0 0 0 8

第27表 縦隔膜肋膜炎
男 女

年    度
左 右

男計

一     一 一          一

ｶ
一     一  幽

E

女計 男女計

10 年  度

P1 年  度

P2 年  度

000 000 000 200 010 210 210

累    計 0 0 0 211 3 3

＝過ギズ，之ヲ通常滲出性肋膜炎ノ例二比スレ

バ其ノ護來頻度ノ甚ダ勘イモノデアル事が解
ノレ．

     第2節肋膜癒着肥厚
 肋膜炎ハ其ノ経過後大部分国管テ癒着肥厚ヲ

胎ス．「レントゲン二二ニハ横隔膜ノ形態三二

位置ノ異常，或ハ葉間端歌陰磐トシテ認メラ

レ，高度ノ場合ニハ胸廓ノ萎縮ヲ呈スル．

肋膜補充腔Komplementarrauine一一吸氣二際

シテ充分開カナクナリ，更二進メバ胸壁横隔膜

角ハ著明二鈍角ヲ呈シ，或ハ全ク消失スルニ至

ル．横隔膜鴛ハ正常ノ轡曲ヲ失ヒ水亭トナル

カ，甚シイ場合＝ハ外上方二學上セラレテ直チ

＝Pleura costalis二移行スル．尚ホ丁丁方向二

於テ「レントゲン検査ヲ施ス時ハ，横隔膜弩ノ

上縁叉ハ心臓陰鰐ノ外縁二十テ，種々ナル部位

二天幕様，一一乃至ハ嚇歌ノ突起が現バレル．

 胸廓肋膜腔癒着ノ甚ダ輕度ナルモノニ於テ

ハ，胸麻内縁二滑フ非薄ナー暦ノ附加六二暦ト

シテ認メ得ルニ過ギザルモノガアリ，斯ルモノ

ハ我々ノ場合二二テ往々逸シテヰルデアラウ事

ヲ否ミ難イ．

 胸廓肋膜炎Pleuritis costalisノ多クノ場合＝

於テ同時二肺尖部肋膜炎Periapikale Pleuritisヲ

件フモノデアルガ，此ノモノノ経過後飛後遺症

 トシテ肺尖肋膜ノ癒着叉ハ肥厚ヲ始スコトガ多

イ．「レントゲン楡査二手シテ肺尖部周縁二不

整波歌ノ所謂猟期陰影Beg】eitschattenヲ見ル

カ，叉ハ確二二肺尖浸潤ヲ除外シ得ル場合＝，

肺尖部二均等一様ナル陰磐ヲ認メタ際ニハ，概

ネPeriapikale Pleuraschwarteト考ヘテヨイ．

 次二葉間肋膜癒着肥厚モ，其ノ侵サレタル部

位並二廣サニヨヅテ種々ナル像ヲ呈スル．

 普通右側第四肋間ノ高サニー致シテ現バレル

所謂毛髪像Haarlinieハ必ズシモ病的産物トハ

限ラナイ．從ツテ我々モ甚ダ織細デ且ツ濃度ノ

淡イモノハ意義少キモノトシテ「カルテ」二記載

 シナカッタモノが多イ．

 「レントゲン槍十二十シテ，葉間肋膜二癒着

肥厚アルヲ決定スルタメニハ，共ノ幅ト濃度ト

一二其ノ形態トヲ考慮：シナケレバナラナイ．

 最モ屡々見ラル・モノハ，右側上中葉間ノ
，

kleine Lappenspalte二相當シテ現ハル・モノ，

 EPチ上述毛髪像ノ部位＝一致シテ出現スルモ

ノデアルガ，叉中下葉闇（右側）或ハ上下葉間

（左側）ノ肋膜肥厚が正面像二於テ認メラル・事

［ 56 ］
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モ少クナイ．此ノ＝場合ニモ多クハ索1伏陰影トシ

テ翌月得ルガ，時＝一等境界不鮮明ノ禰蔓性陰

騎トシテ現バレル事モアル．

 以上ハ「レントゲン線ノ矢状方向＝於テノ像

デアルガ，葉間肋膜ノ癒着乃至肥厚ヲ正確二謹

明スル爲ニハ，前額方向：Frontale Richtungノ

槍査モ極メテ必要ナ事ヂアルガ，我々ハ凡テノ

患者二型シテ：2ノ学事方法ヲ施シテハヰナカツー

タノヂ，此ノ種攣化ノ母宮ナモノハ之ヲ看過シ

タモノモ勘クナイト考ヘラレル．

 最：後＝，我々ハ「レントゲン槍査上馬ミ得タ

限リノ肋膜癒着ハ，其ノ甚ダ輕微ナルモノヨリ

極メテ廣汎ナルモノニ至ルマデ，凡テヲ「カル

テ」二記入シタノデアツタガ，言フ迄モ無ク肋

膜癒着ハ結核性ノ肋膜病攣ニヨツテノミ起ルモ

ノヂハナク，幼年期ノ非結核性膿胸ハ勿論，肺

炎，「ロイマチス性乃至外傷性肋膜炎等モ癒着ヲ

後始スルヂアラウ事が考ヘラレルシ，叉其ノ輕

微ナルモノハ患者ノ全ク畳エナキ間二形成セラ

レテヰル事モ甚ダ多イノデァツテ，既往症二關

スル陳述ナキ限り，一々ノ場合日送テ其ノ性質

ヲ決定スル事ハ不可能ナ理ヂアルガ，我々ハ便

宜上凡テヲ肋膜結核ノ後遺症トシテ此ノ項二算

入シタ．

 但シ肺結核二合併シテヰルモノハ本項二入ツ

テヰナイ．

 第28表ハ：Pleuritis costalisノ遺：残像トシテノ

肋膜癒着乃至肥厚ヲ，年度別，性別及ビ馬脚別

二分ケテ観察シタモノデアル．

第28表 肋膜癒着肥厚

10年度

11年圏

12年度

男

左

狭劇廣

18， 9

 1
84’20

82i18

6－

0

4

憂剛二一

27 a ，O，，6

10411571 14

10412001 29

o

o

10

is，1 47 1 ili55i3Msbl 4－s一 b．g

右

計

万
171

239

441

爾 側

狡

4

24

24

峯1廣

2

5

5

o

o

o

s21i21 o

爾
側
計

6

29

29

64

男

計

64

304

372

740

女 女 男

 左

二三廣

21

71

58

150

8

10

15

33
P i

左 計 右 右計 両 側
爾側計 早計

一 狭園廣 狭一町  1v 1墨010

36

P69

Q16

91927 001 45

P88

Q44

54340 253 00免
7484398

81

R181

R6・i

V5gl I

145

U22

V32

1 1 184
421155

1 477 8811・1・ 一1499

 術ホ範園ノ廣独ニヨリ，狭，中等，廣ノ三種

二分類シテ見タ．

 年度別ニハ逐年増加ヲ示シ，男女別ヂ二大ナ

ル差ヲ認メナイ．

 病側三二観ルト男子デハ右が左ノ2倍弱，女

子ヂハ約2倍牛トナツテヰル．爾側ノモノハ鉢

叩勘イ．

 ・尚ホ之等ノ中ニハPeriapikale I）le lraschwarte

ヲ同時二三シテヰルモノモ少クナイ．

 次二廣狭ノ程度ニヨツテ分ケテ見ルト，下側

乃至ハ性別＝ヨツテ差ハアルガ，輕微ナモノノ

数ハ中等度以上ノモノニ比シテ，何レモ4・5倍

以上ノ多数二上ツテヰル．

 輕微ナルモノノ大多敷二於テハ肋膜炎ノ既往

症ヲ訊キ出スコトガ出來ナカツタ．從ツテ肋膜

炎罹患ノ時期ヲ知ルコトハ全ク不可能デアツタ

シ，叉之等ノ凡テが果シテ結核性肋膜炎ノ後貼

症ナリや否やモ不明デアル．

 中等度以上ノモノニアツテハ其ノ大部分二於

テ肋膜炎ノ既往症ヲ陳述シテヰルシ，從ツテ共

ノ単帯ノ時期ヲモ知ル事が出馬ル．

 伺ホ甚ダ廣汎ナル肋膜癒着肥厚ヲ有スルモノ

ガ，12年度二至ツテ急二増加シテヰルノハ，炎

衝消槌シテ留師ヨリ全快ヲ告ゲラレタル後モ，

時々受診ノ必要ヲ感ジテ來訪スルモノが多クナ

ツタ、メト考ヘラレ，共レ丈ケ結核相談所ヘノ

理解が深マツタモノト言ヘル．

 第29表ハ葉間肋膜腓砥ノミヲ撰ンデ分類シタ

［ 57 ］
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ノデアルガ，女性二選や多ク，右側ハ左側ノ約

5倍トナツテヰル．

 第30表ハ全訪所声高二二全結核歎二封スル肋

膜癒着肥厚ノ百分率（葉間肋膜癒着ヲモ含ム）ヲ

第29表  乳

牛シタモノデアル．

 最後二第31表丁丁等ノ凡テヲ（葉間肋膜腓胆i

ヲモ含ム）年齢別ニシテ観察シタモノデアル．

 然シ前記ノ如ク一等ノ多数ノモノ殊二其ノ輕

肋 膜 腓 豚

男
七三

女

年    度
左 右 爾側 左 右 爾側

女計 男女計

10 年  度

P1 年  度

P2 年  度

112 4810 001 5913 61110 001 71313 12

Q2

Q6

累    計 4 22 1 27 27 1 33 60

第30表 全一所者藪並二全結核藪二丁スル肋膜癒着肥厚ノ百分率 （葉間肋膜癒着モ含ム）

δ實数767人 ♀實数792人 6十♀實轍1559人    ％

δ全訪所者12144人二封シ

苑S結核 3279人二i封シ

％｝6．323．4

♀：全訪所者13616人二封シ

椛S結核 3637人二封シ

％一5．921．8

              一m所者（6＋9）ゐ760人樹シ161

F全結核（♂十♀）6916人二封シ122・5              1

第31表  年齢別＝見タル肋膜癒着肥厚

男 女 男 男女総
年  齢

實 敷
男寄敷二
噬Xル％ 實数

女総数二
父Xル％

女計 籔二封スル％

0 －4 0 0 0 0 0 0

5 － 9 14 1．8 13 L6 27 1．7

10－14 29 3．8 53 6．7 82 5．3

15－19 163 21．2 152 19．2 315 20．2

20－24 159 20．7 153 19．3 312 20．0

25－29 145 18．8 148 18．7 293 18．7

30－34 91 11．8 105 13．2 196 12．5

35－39 59 7．7 61 7．7 120 7．7

40－44 36 4．7 43 5．4 79 5．2

45－49 23 3．0 28 3．5 51 3．3

50－54 18 2．4 15 1．9 33 2．1

55－59 15 2．0 15 1．9 30 L9

60－64 8 1．1 2 0．3 10 0．6

65－69 4 0．5 4 α5 8 0．5

砿以上 3 0．4 0 d 3 0．2

度ノモノヂハ，患者自身曾テノ肋膜炎ヲ自畳シ

テヰナイモノが甚ダ多ク，從ツテ肋膜炎罹患後

現在マデノ時闇的経過ヲ知ル事が出來ナイ．故

二戸ノ骨年齢別表ニ岡多クヲ割興スル事ハ出隅

ナイ．

 15歳ヨリ24歳マデノモノ＝最：モ多イノハ前掲

【田 】
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滲出性肋膜炎ノ場合ト攣ラナイ．

 然シ滲出性ノモノニ於テハ25歳以上ハ比較的

急激二減少シテヰルガ，此虞デハ25歳ヨリ29歳

マヂノ間＝モ比較的多藪二見プレ，以後ノ減少

モ割合二緩カヂアル．

 即チ青年期前後二子現シタ肋膜炎ヲ克服耐過

シタモノモ相識ニアル事ヲ物語ツテヰル．

第3章 腹

 獲生経路トシテハ血行性，淋巴道志，並二隣

接臓器カラノ直接移行ノ三種：ガ考ヘラレテヰ

ル．経過カラ見テ急性無二慢性ノニ腫ガァル

ガ，急性結核性腹膜炎バー般二稀ナモノデァ

リ，其ノ中全身粟粒結核症ノー分症トシテノ腹

膜炎ガアルガ，之ハ本項二算入シナカッタ．其

レ以外ノ急性結核性腹膜炎ト目スペキモノニハ

一例モ遭遇シナカッタ．

 慢性腹膜炎ノ大多数が結核性ノモノデアル事

ハ今日良ク知ラレ心事實デァル．之ヲ患部ノ廣

狡二三ツテ廣汎性ト限局性トニ大別シ，前者ハ

更二乾性，滲出性，癒着性ノ三ツニ匠別出來
ノレ．

  （1）廣汎性結核性腹膜炎

，a）乾性結核性腹膜炎

 一般二瀬畳所見少ク，輕度ノ腹壁抵抗ト全般

＝亘ル厘痛ヲ誰明スル位二止ル，自国的土曜腹

部ノ痂痛，昏昏憾，嘔吐，不規則ナル霞熱等ヲ

主症候トスル．

 b）滲出性結核性腹膜炎

 腹水ハ急速回護溜スル事モアルガ，普通ハ綾

徐二等：檜シテクル．

 腹壁ハ膨隆シ，嘔氣嘔吐ヲ訴へ，下痢3くハ便

秘ヲ訴ヘル．中等度ノ獲熱ヲ示スモノが多イ

ガ，経過遷延シテ全ク無熱ノモノモアル．

 仰臥位二於テハ膀部ハ常二鼓音ヲ呈シ，側腹

並＝下腹部ハ濁音ヲ呈スル．艦位ヲ攣ズル事ニ

ョツテ濁昔界ノ移動ヲ誰明シ，又鰯診上波動モ

著明デアルノが普通デアルガ，腸三日が高度ノ

攣化ヲ起シ，癒着ノタメニ其ノ根部胎向ツテ短

縮スル時ハ，小腸ハ腹腔ノ中央ヨリ右側目偏シ

テ國輔助ラル・タメニ，臨床的ニハ滲出液多キ

ニ拘ラズ，脳ヨリ右方ハ常二鼓音ヲ聴キ，購位

膜  炎

移動ニヨリ濁音界ノ平野ヲ呈シナイ事ガアル．

之ヲThormeyer’sches SYMI）tOmト云フ．

 c）癒着性結核性腹膜炎

 前記滲出性腹膜炎二於ケル腹水が吸牧サレル

ト，肥厚シタ腹膜が相癒着シテ塊團ヲ形成スル

ニ至ル．叉一…刻生二來ルモノデハ腹膜ヨリ織維

運脚出物ヲ出シ，之が結締組織ヲ以ツテ代り，

腸管腹膜ト腹壁トノ間二屡々癒着ヲ螢ミ，タメ

ニ牽引発疹痛ヲ訴フル事ガアル．全身症歌モー

三二良好デアツテ，艦盗ノ如キモ微熱ノ程度ヲ

越階ルコトハ少イ．

  （2） 限局性結母性腹膜炎

 之ハ多ク腸結核＝附随シテ現バレルモノデア

ツテ，侵サレタル腸管二相當スル部ノ腹膜二限：

局性ノ炎症が波及シタモノヂアル．

 結核性腸潰瘍ハ周知ノ如ク聖哲部二最モ多ク

稜生スル．從ツテ限局性結核性腹膜炎モ此ノ場

所二部ケルモノが最モ多イノデアツテ，所謂

Ileoc6caltumorト樗セラル・モノノ申，贔檬i突

起：炎ト放線歌菌症ヲ除ク他ノ殆ンド凡テハ之二

十スル．或ハ叉S字1伏部，骨盤臓器接蝉吟，謄

三部等ニモ起ルコトガアル．自訴的ニハ発生部

三二限局シタ群籍ガアリ，他畳的ニハ抵抗及ビ

歴痛ヲ感ジ，不規則ナル輕熱ヲ伴フ．

 最：後目結核性腹膜炎：ハ他臓器ノ結核二合併シ

テ襲現スルコトノ多イモノヂアルカラ，實際二

一テハ本項二記載シタ数ヨリモ遙力＝．多イモノ

デアル．例ヘバ全身粟粒結核症ノー分症トシテ

ノ急性腹膜炎ハ算入シテヰナイシ，肋腹膜炎ノ

形デ來タモノノ中，肋膜炎症状ノ優レテヰルモ

ノハ肋膜炎項目下昌入レテオリ，叉限局性腹膜

炎ニアツテモ腸症歌ノ著明ナモノハ腸結核ノ項

目下二入レテオル．

C 5S ）
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成績ハ第32表二見ル如クヂ，性別ニハ女性が 男性ノ約3倍ノ罹患率ヲ示シテヰル．

第32表 結核性腹膜炎

年  度

10 年 度

P1年 度
P2 年 度

累  計

廣

乾性

7

14

9

30

男 女

汎  性

男計

廣  汎  性

女計 総計

  」�o性癒着性

限局性

乾性 滲出性 癒着性

限局性

8

1 1 1
S12  9

002 92028 20

S9

R5

82118 1614 226 31

V8

V3

40

X8

P01

13 12 2 57 104 47 21 10 182 239

 腹膜炎ノ種類トシテハ限局性ノモノが甚ダ少

イノハ前述ノ如ク，コノモノハ多ク腸結核二附

随シテ現バレルモノヂアツテ，從ツテ其ノ大部

分ハ次項ノ腸結核ノ部へ繰り入レタガタメヂア

ル．廣汎性ノモノヂハ乾性ノモノが最：モ多ク，滲

出性之ユ白白，癒着性ノモノハー般二獲病後久

シキニ亘ツタモノが多ク，藪トシテハ最：モ少イ．

 第33表ハ全書所者歯並二全結核数二封スル結

核性腹膜炎ノ百分率ヲ示シタモノデアル．

 第34表ハ腹膜炎：ヲ年齢別二見タモノデアル

ガ，男子二野テハ15歳ヨリ19歳マデノ間＝最：モ

多ク，女子ヂハ15歳ヨリ29歳マデノ間二多イ．

第33表  全国所者敷幽趣全結核数目封スル結核性腹膜炎ノ百分率

6實数57人

男子全訪所者12144人二封シ

男子全結核

♀實厳182人
％一1．3 6＋♀實藪239人 ％

巨鳥封シ

l二封シ

％一〇乏1．4

女子全配所者13616人二郷シ

落q全結核 3637人二封シ

 至訪所者（3十♀）25760人二封シ

T・0全結核（♂＋♀）6916人樹シ1

0．9

R．5

第34表  年齢別＝見タル結核性腹膜炎

男 女 男 男女総
年  齢

?数

冒   一  一     圏   一  一   一

j総数二
凬Xル％

實 数
女乱臣二

父Xル％

女計 激二二スル％

0 －4 1 1．8 1 0．6 2 0．8

5 － 9 9 工5．7 ユ0 5．5 19 7．9

10－14 11 19．3 20 11．0 31 13．0

15－19 17 29．8 46 24．2 63 26．3

20－24 6 1α5 40 21．9 46 ユ92

25－29 2 3．5 34 18．6 36 15．1

30－34 2 3．5 12 6．6 14 5．9

35－39 5 8．7 6 3．3 11 4．6

40－44 1 L8 4 2．2 5 2．1

45－49 1 1．8 1 0．6 2 0．8

50－54 1 1．8 4 2．2 5 2．1

55－59 0 0 2 2．0 2 0．8

60－64 0 0 1 0．6 1 0．4

65－69 1 1．8 1 0．6 2 0．8

70以上 0 0 0 0 0 0

［ 6C ）
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第4章腸

 腸結核ハ乳見及ビ幼見当於ケル少籔：ノ場合ヲ

除イテハ，殆ンド凡テ績護性ノモノデアリ，肺

臓二次イヂノ結核ノ好獲部位ヂアル．

 自記症状トシテハ食慾鋏損，腹部疹痛，下痢等

が塞ゲラレル．下痢ハ多クー早朝三日夜間二心ル

ノヂ難鳴下痢或ハ夜話下痢Diarrhoea nocturna

ト稻セラレル．然シ高話が小腸ノ上：部二限局サ

レテヰル檬ナ場合ニハ，却ツテ頑固ナ便秘ヲ訴

ヘルコトガアリ，叉下痢ト便秘トガ交代二來ル

コトモアル．往々溝耗性ノ熱型ヲ呈スル．

 腸壁二心スノ1結核性潰瘍ハ，腸ノ縦軸二直角

二位置スルコトが多イカラ，之レが心素性治癒

ヲ螢ムト屡々攣縮シテ狭窄ヲ起ス．廻腸二生ズ

ルコト最モ多乞痂痛並＝腹鴫が特徴ヂアル．

腸結核ノ「レントゲン診断法ハStier］in其ノ他

ノ人々ニヨ’y．テ大イニ獲達シタノヂアルガ，健

康相談所ノ如キ少藪ノ警員ガ，日々多数ノ患者

ヲ診療シナケレバナラヌ施設二於テハ，比較的

長時間ヲ要スル腸ノ「レントゲン魚鳥iノ如キハ

到底不可能ヂァルノヂ，腸結核二樹スル我々ノ

診断ハ凡テX線楡査以外ノ手段nヨツタモノデ

アル．

 術ホ前言セル如ク，腸結核ノ殆ンド全部用心

臓器殊二肺ノ結核ヨリ績獲性二獲生スルモノデ

アリ，肺結核＝合併セル腸結核が如何巨多イモ

ノヂアルカバ，病理解剖豪者ノ齊シク知ルトコ

ロデアリ，生前何等著シキ症候ヲ示サナカツタ

患者ニシテ，剖面上廣汎ナ腸病攣ヲ護見スルが

如キ所謂1atente Darmtuberkuloseモ少クナイ．

我々一遍ノ病態が比較的輕度ナルニ拘ラズ，腸

症状丈が著明ナモノノミ此ノ項＝算入シタノヂ

結  核

アツテ，著明ナ肺結核鼻合併シタモノハ凡テ除

外シテアル．

 成績ハ第35表二見ル如クヂ，3年間ヲ通ジテ

僅ft 14例二過ギナイノハ，腸結核ノ殆ンド凡テ

が同時二認メ得ベキ肺結核ヲ合併シテヰタカラ

デアル．

 倫ホ各年度共男子二於テー例モミラレナイノ

第35表  腸  結  核

年  度   男  1 女 男女計

10 年 度  0
P1 年 度1 0  1

P2年度…0

一3
U5

R65

  i一㎝
ﾝ 計iO I 14 14

ハ偶然ノー致ヂアラウ．

 第；36i表ハ年齢別二観察シタノヂアルガ15歳ヨ

リ24歳マデノ間二最モ多イノハ肺結核二於ケル

ト同檬デアル．

第36表年齢別二見タル腸結核
鳳

年  齢 男 女

0 － 4 0 0

5 － 9 0 0

10－14 0 1

15－19 0 5

20－24 0 4

25－29 0 1

30－34 0 ］

35－39 0 1

40－44 0 1

45－49 0 0

第5章脊椎カリエス」三二肋骨カリエス」

 脊椎カリエス」ハソノ症状ノ両輪乃至ハ病勢

ノ活動程度等ニヨツテ，種々ナル病期叉ハ型二

分ケラレテヰル，病勢進行シ輻背一蹴塞性膿瘍

等ヲ形成スルニ至レバ，診断ハ多クノ場合容易

デァルガ，共ノ早期ノ診断ハ時二甚ダ困難ヂア

ノレ．

 脊椎カリエス」ノ診断二當ツテ，最モ有力ナ

ル根擦トナルモノハ，臨床症状ヂアルガ，殊二

［ 61 ）
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ソノ局所症欣二主鮎が置カレル．

 EPチ自畳性痙痛，脊椎零時突起ノ打墜痛（之

ニモ脊椎及ビ脊髄性起因，官能性起因，内臓性

起因等ガアル），脊柱二於ケル輕度ノ外形二化，

脊柱ノ蓮動制限，範背，膿瘍，蓮動知畳障碍一

二細心ノ注意が梯ハレナケレバナラナイ．

 次二X線槍査モ又本症診断二i封シテ重：要ナル

役割ヲ演ズルモノデァル．

 例ヘバ椎鵠ソノモノノ形三一化，或ハ椎闇腔

ノ異常，椎弓，横突起及ビ十目突起二於ケル饗

年 度

10年度

11年度

12年度

累 計

男

第37表  骨

化，椎罷側溝部及ビ腸腰筋影像ノ異歌等ハ脊椎

カリエス」ヲ疑ハシムベキ根擦トナリ得ルモノ

ヂアル。

 十二肋骨カリエス」モ叉一畳性疹痛，打歴痛，

胸壁軟部ノ腫脹隆起等ノ局所症歌ヲ呈スル．

 胸壁二見ル塞性膿瘍ノ殆ンド凡テハ肋骨二起

因スルモノデアツテ，軟部ニー次性＝出來ル事

ハ例外二麗スル．

 成績ハ第37表二見ル通りデアル．

 性別二依ル頻度二十シテハ，欧米二於テモ我

結 核

胸椎1腰椎

12

17

27

56

1

8

6

15

肋骨1胸骨

1 1 0

11 ！ 2

2 1 0

14

骨盤

1

0

1

2 i 2

女 男

@計 『 肋骨鵬瞬

女計 男女計

P8！2
@56 1 6
@ ｝38

P11

一 一  一 ｝ ｝

@3
@14

@9

@1
@1
@0

000 24

V7

T8

P59●

39

P15

X4

89 112 P19 26  2 0 i 248

第38表  全訪所者編出二二結核二二封スル骨結核ノ百分率

6實激 89人     ％     ♀實敷159入
@        1一・

8＋♀亭亭248人 ％

3全三所者12144人二封シ

ﾃ全結核3279人二封シ

0．7

Q．7

♀至仁所者13616人二1封シ

椛S結核 3637人切封シ

％一 1．24．4

  ，S品所者（δ十♀）25760人二二シ

褐糾j（δ十？） 6916人二封シ

1．C

R．6

第39表 年齢別二見タル骨結核

男 女 男 男女総
年  齢

實数麟翫 實 敏
女総激二

ﾊスル％

女計 激二封スル％

1

0 －4
o l 0 0 0 0 0

1

5 ～ 9 3 3．4 0 0 3 1．2

10～14 6 6．7 5 3．2 11 4．4

15－19 13 14．6 22 138 35 14．1

20～24 25 28．0 47 29．6
72 ｝  ！

2秩0

25－29 17 191 31 19．5 48 1 19．4

30－34 15 16．8 27 1 17．0 42 16．9

35－39 5 5石 21 巨32 26 10．5

40－44 31 3．4 1 0．6 4 1．6

1

45－49 1  1 L1 3 1．9 4 1．6

50－54 1 1．1 2 L3 3  1  1 12

55－59 0 0 0 0 0 0

［ 62 ］
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國＝於テモ大部分ノ學者ハ男性＝高率ヂアルト

報ジテヰルガ，我々ノ結果ハ女性二於テ遙カニ

多イ．罹患部位トシテハ胸椎が最モ多イノハ諸

家ノ報告トー致シテヰル．次ニハ肋骨カリエス」

腰椎カリエス」ノ順序トナツテヰル．

 第38表ハ全館所者数年二全結核馬肥封スル骨

結核ノ百分率ヲ示シタモノデアル．

 第39表ハ年齢別表ヂアル．

 眩米ノ統計ヂハ1歳ヨリ10歳マデノモノが断

然多ク，11歳ヨリ20：歳ノモノが之＝次イヂヰ

ル．然シ本邦ノ統計ヂハ多クノ三者ハ21歳ヨリ

30歳マデが最高デ，11歳ヨリ20歳マデが之二次

イデヰルト報ジテヰル．

 我々ノ成績デモ20歳ヨリ29歳マデノ聞が最高

ヲ示シテヰル．之ハ我國二三ケル結核初感染が

隊米ノソレt；比シテ年齢的二逞レテヰルタメデ

アラウ．

第6章泌尿器結核

 尿路二於ケルーツノ系統的疾患デァツテ，初

獲部位ハ腎臓殊弓弩ノ髄質二限局シテヰル．

 尤モ腎結核ト錐モ，他臓器ノ結核竈カラ血行

性綾獲性二起ルモノデァツテ，腎臓ノ如キ外部

カラ菌ノ到達シニクイ深部ノ臓器二原護性ノ結

核ハナイ．

 腎臓が侵サレルト早晩尿流叉ハ淋巴道ヲ介シ

テ輸尿管ノ結核ヲ併獲シ，更二膀胱ヲ犯シテ全

尿路ノ結核ニマデ進展スル．

 自畳症歌トシテハ時二腎臓部ノ痙痛ガアリ，

膀胱結核ヲ併獲シテオレバ尿意頻数，尿失i禁，

排尿痛等ガアル．他畳所見トシテハ，腎臓鰯

知，尿ノ柵戸帥チ凋濁，蛋白冷帯ノ陽性，膿球

ノ存在，時ニハ結核菌ノ設明3（．ハ全ク無菌ナル

：事等が學ゲラレル．更二膀胱鏡槍査ヲ行フコト

ニョリ結核結節若クハ潰瘍，或ハ輸尿管口等ノ

攣化等が認メラレルシ，病側腎ヲ決定スルタメ

ニハ所謂染尿膀胱槍査法ガアル．

 腎臓結核ノ診断二關シ先ヅ必要ナノハ尿ノ所

見デァルガ，我々ハ凡テノ患者二封シ尿槍査ヲ

行ツタワケヂハナク，偶々腎臓ヲ鱗知スルカ，

叉ハ患者ノ陳述ニヨツテ尿路結核ヲ疑ツタ場合

ニノミ調査ヲ行ヒ，大野ノ確信ヲ得テ更二之ヲ

悪玉讐二十り診断ヲ確定シタノデアツテ，ソノ

瀬見…率ハ實際二十ケルヨリモ遙カニ少イト考ヘ

テヰル．倫ホ他ノ項目湘南ケルト同様著明ナル

肺結核二合併シタモノハ此虞へ算入シテヰナ

イ．

結果ハ第40表二見ル如クヂアツテ，例撒が少

イノデ確實ナ事ハ言ヒ得ナイガ，男子二於テ多

ク獲見シテヰル．

第4・0表    尿  路  糸吉  弱

年  度 男 女1男女計

10 年 度

P1 年 度

ｼ  計

551 114 665

11    6 17

 年齢別（第41表）デハ25歳以後40歳マヂノ聞二

二イ．

第41表 年齢別二見タル尿路結核

年  齢

O － 4

5 － 9

10 一 14

15 一 19

20 一 24

25 一 29

30 一 34

35 一 39

40 一 44

45 一 49

男

o

o

o

3

0

2

2

4

0

0

女

o

o

o

l

o

ユ

0

2

2

0

［ 63 ）
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第7章淋巴腺結核

 胸腔内淋巴腺結核ハ第一次肺結核ノ部二於テ

述べタ．蝕二記載スルノハ其レ以外ノ淋巴腺結

核殊＝頸腺結核十二腸間膜腺結核二就テヂァ

ル．

 淋巴腺結核ハ敦レノ年齢二於テモ來リ得ル

ガ，15歳カラ25歳マデノ聞二於テ最高ヲ示ス

（Fischer）．犯サレタ淋巴腺ハ細胞増殖，結節形

成等ニヨツテ腫脹シテ來ル．更二乾酪化シ之が

融解スレパ膿瘍ヲ作ル．隣接組織ト癒着ヲ螢ミ

皮膚ヲ通ジテ乾酪物質が破レルコトモアル．一

方石友化シテ圓イKalkkonkrementトシテ淺ル

事モアル．然シ叉乾酪化傾向ノ少イモノヂハ細

胞増殖が勝ツテオリ，腺腫ハ比較的硬クderb

デ周園組織トノ癒着モ普通ニハ螢マナイ．

 （nicht verk議sende， indurative Fomn）部位トシ

テハ頸部ノモノが最モ多イ（約90％）．更二腋窩

腺，鼠唾腺，腸間膜並二後腹膜淋巴腺等が學デ

フレ’ノレ．

 極ク初期二二ケル診噺ハ容易デハナイ．

 明カナ腫脹ヲ呈スルニ至レバ，共ノ硬サバ癌

腫ノソレ＝似テヰテ，軍純ナ炎衝性肥大トハ容

易二王別ガツク．殊二淋巴腺が次カラ次へ犯サ

レテ所謂Pakettenbildungヲ形成スルニ至レバ，

診断ヲ誤ル事ハナイ．

 見童二於テ頸部二屡々小サク軟イ腺腫脹ヲ燭

知スル事ガアルガ，其ノ多クハ箪純性ノモノ

ヂ，殊二頭部叉ハ頸部二漁疹其ノ他ノ皮膚病ヲ

有スルモノ肉汁イ．此ノ際「ツベルクリン反鷹：

ハ有力ナル診断ノ補助トナリウル．

 腹腔内ノ淋巴腺結核ハ結核性腸潰瘍二績稜ス

第42表 淋巴腺結核
男 1男

@計

女

頸 二戸間膜腺 腸間膜腺

女計 男女計

年  二

?一   一 一   一      一 『 闇      一 一  一

P0年 度

P1年 度
P2 年 度

5114 680 11

P9

S

12

S7

D戸65

26

V2

R0

37

X1

R4

累訓・・ ・4 P34 63 128 163

第43表 年齢別二見タル頸腺結核

年  齢 男 女

0 －4 0 0

5 － 9 1 3

10－14 7 5

15－19 7 9

20－24 2 18

25－29 1 12

30－34 1 8

35－39 0 6

40－44 1 1

45＿49 0 0

50－54 0 1

55－59 0 0

第44表 年齢別二見タル腸間膜淋巴腺炎

年  齢 男 女

0 － 4 0 0

5 ＿ 9 1 1

10－14 3 11

15－19 1 21

20－24 3 17

25－29 3 10

30－34 1 4

35－39 1 1

40－44 1 1

45－49 0 0

ル：事が多イガ，叉子供ヂハ腸粘膜ノ疾患ナクシ

テ來ル事モ多イ．
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 成績ハ第42表＝見ル如ク，頸腺結核二重テモ

腸間膜淋巴腺結核二於テモ女子ノ方が遙カニ多

ク，総艦トシテ男子ノ約4倍トナツテヰル．

 此ノ爾性聞ノ差違ハ前項腹膜炎＝於ケルヨリ

モ更＝大ナルモノガアル．

 年齢別二見ルト（第43－44表）腸聞膜淋巴腺結

核デハ15歳ヨリ24歳マデニ多ク，頸腺結核デハ

20歳ヨリ29：歳マヂノ聞二多イ．

第8章其ノ他ノ結核

 之ニハ關節結核，結核性痔痩並二皮膚結核ヲ

入レタノヂアルガ，皮膚結核ハ3年間ヲ通ジテ

僅二1例ヂアツタ．

 關節結核ハ第二次的二血行ヲ介シ，叉ハ骨病

竈ノ破開ニヨツテ起ルモノが多イ．

 或ハ叉關節二隣接セル淋巴腺竈カラ淋巴道ヲ

通ジテ起ル事モ少クナイ．部位トシテハ十三

節，股關節，肘六戸ノ順序二士イ．

 次二結核性痔痩モ第二次性二起ルモノデァル

ガ，痔痩が果シテ結核性ナリャ否やノ診断ハ甚

ダ困難ナルモノトサレテヰル．

 其レハ輩二痩孔ロノ槍査ノ如キノミデノ｝結核

性ノモノモ非結核性ノモノモ殆ンド匿別ノツカ

ヌコトが屡々アリ，又痩孔形成後結核菌が聞モ

ナク消失スル等ノ理由二依ル．

 一時結核性痔痩ノ百分率ハ相當高イモノノ様

二報告ゼラレテヰタガ，最近ヂハ叉低下シツ・

アル様ヂアル．

 我々ハ勿論精細ナル試験方法ヲ用ヒタワヶヂ

ハナイ．

 痔痩：ヲ獲見シタ際，患者ノロ述ニヨリソレが

甚ダ頑ma ＝シテ難治ノモノデアル場合之ヲ結核

性二二ト考ヘタ．

 成績ハ第45表二三シタ如クデアツテ，關節結

核ヂハ男女ノ差ガナイ．

 痔痩ヂハ男が女ヨリ虚病＝多イノハ在來ノ報

第45表  關節結核及結核性痔痩

男
1男計 女

年  度
高節…痔副

1 生節 痔 痩

女計 男女六

一10 年 度

P1 年 度

P2年 度

o！11T124    2 i

176 143 010 153 2129

累計 9ト5 14 8 1 9 23

第46表 年齢別＝見タル關節結核 第47表 年齢別二見タル結核性痔痩

年劃 男
O － 4

5 一一 9

10 一 14

15 一 19

20 一 24

25 一 29

30 一 34

35 一 39

40 一一 44

0

2

2

3

0

1

0

1

0

女

o

o

3

4，

o

o

l

o

o

年  齢 男 女

0 －4 0 0

5 － 9 0 0

10－14 0

15－19 1 0

20－24 0 1

25－29 2 0

30－34 1 0

35－39 1 0

40－44 1  0 0
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告トー・i致シテヰル．

 年齢別＝ミルト（第＋6－47表）条理結核：デハ10

歳ヨリ19歳ノ間二三イ．痔痩デハ例藪少ク確實

ナ事ハ窺ヒ得ナイ．

結

 （1）本編ハ石川縣健康相談所二於ケル種々

ナル統計的報告ノ後編ヂアツテ，各種結核性疾

患二就テノ臨林的統計成績ヲ牧録シタモノデ

アル．

 （2）肺ノ第一次結核トシテノ軟性初期攣化

群＝於テハ男女ノ罹患率ハ略同数ヂアリ，患側

トシテハ右が左ノ約3倍トナツテヰル．

 年齢別二選ルト5－9歳マデノ間二於テ急激

二増加シテヰル．

 次二三奮ナル硬性初期饗化万世全車検人員ノ

5．6％二於テ的弓ラレ，性別ニハ女二梢多ク罹

患側トシテハ右側が左側ノ約5倍ヲ示シテヰ

ル．年齢的ニハ10－14歳ノ問二於テ最多ヲ占メ

テヰル．帥チ其ノ頂瓢ハ前述軟性初期饗化群二

於ケルヨリモー楷程遅レテヰルノハ軟性ヨリ硬

性二推移スルマヂノ時閻的差違ヲ示スモノヂア

ロウ．

 （3）肺ノ第二次結核トシテノ血行性撒布性

結核ハ3年間ヲ通ジテ僅二33例ヲ経験シタノデ

アツタ．大部分蝋燭側性デアリ性別デハ女が男

ノ約3倍ヲ示シテヰル．年齢別デハ5－14歳マ

デノモノが多イ．

 次馬肺尖結核デハ男が女ヨリ梢多ク患側トシ

テハ右が左ノ3倍ヂァリ爾側ノモノハ左側ノモ

ノヨリ更＝少敷ヂァル．年齢別二野ルト思春期

前後二於テハ女性二多ク成年期以後ハ男性二多

イ．

 最後二通常慢性肺瘍iヂハ男子二選テ稽多ク，

病側別ニシテミルトノ｝側性ノ比較的独小ナモノ

デハ右が左ノ3倍トナツテオリ此ノ關係ハ上記

肺尖結核二於ケルト同様ヂアル．梢進ンデ爾側

性ノモノハ男女共慢性肺瘍ノ約牛数ヲ占メテヰ

ル．更二進ンデ全肺野性ノ極メテ厭汎ナモノハ

甚ダ昏酔ヂァツタ．年齢別ヂハ比較的進行シタ

モノハ女デハ15－19歳迄二最：高ヲ示シ男デハ20

論

一24歳迄二最：高ヂアル．換言スレバ女子ハ男子

ヨリモ年若クシテ重症肺結tr ＝陥ル事ノ多イ吊

環ヲ語ツテヰル．因二全被導者二封スル成入肺

瘍iノ百分率ハ6．1％ヂァッタ．

 （4）肋膜炎：ノ中滲出性肋膜炎ハ戸綿尊者ノ

1．5％二相當シテヲリ，男性が女性ヨリモ下多

ク，患側トシテハ男女玉戸が左ノ2倍ヲ占メテ

ヰル．外側性ノモノハ386例中12例二野ギナカ

ツタ．液：量トシテハ少量ノモノ最：モ多ク中等

量，大量ノモノ之柵原イヂヰル．年齢給＝ハ15

歳ヨリ24歳迄ノ間二於テ最多ヲ示シテヰル．

 次二乾性肋膜炎ハ例藪僅二30例二軸ギズ，性

別ニハ略筆敷ヂアリ，罹患側モ男女ヲ通ジテ左

右同数ヂτル・

 最後＝異型性肋膜炎ハ3年間ヲ通ジテ36例ヲ

早旦ニ過ギズ確カナ統計成績ハ出シ得ナイノデ

アルガ，獲生頻度トシテハ葉閻肋膜炎最モ多

ク，包裏性肋膜炎，縦隔膜肋膜炎，外套欣肋膜

炎ノ順序トナツテヰル．

 （5） 肋膜癒着肥厚ハ性別二於テ大差ガナ

イ．病弊トシテハ男女平均シテ右が左ノ約2．5

倍トナツテヰル．廣狭ノ度合カラ観ルト輕度ナ

癒着ハ中等度以上ノモノ＝比シテ4乃至5倍二

當ツテヰル．年齢デハ15歳ヨリ24：歳迄ノモノニ

最：モ多イ．次二葉間肋膜腓砥ハ女性二梢多ク右

側が左側ノ5倍ヲ占メテヰル．因二肋膜癒着肥

厚ハ全訪所者ノ6．1％＝於テ認メ得ル．

 （8） 腹膜炎二黒テハ女子ハ男子ノ3倍ヲ占

メテヰル．年齢ヂミルト男性ハS5－19Ut，女性

ハ15－29歳ノ間二多イ．

 （7）他ノ著明ナ合併症殊二肺結核ヲ件フモ

ノハ除外シタノヂ，3年間ヲ通ジテ1斗例ヲ得タ

ニスギズ而モ凡テが女子デァツタ．15－24歳マ

デノ間＝於テ最高ヲ示シテヰル．

 （8）骨結核ヲ性別ニミルト女子二遙力＝多
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ク此ノ鮎從來ノ多クノ報告二反シテヰル．罹患

部位トシテハ胸椎，肋骨，腰椎ノ順序トナツテ

ヰル．年齢デハ21歳ヨリ29歳マヂが最高デア
ノレ．

 （S）泌尿器結核ハ例藪僅々17例デアツテ確

ナコトハ言ヒ得ナイが男性ハ女性ノ約2倍ヲ占

メ，年齢的ニハ25－40歳マデノ聞二多イ．

 （10）淋巴腺結核ノ種類トシテハ頸腺並＝腸

間膜腺結核ヂアルが女ハ男ノ約4倍ヲ占メテヰ

ル．】5歳ヨリ29歳マデが最：高ヂアル．

 （11）其ノ他ノ結核二囑スルモノトシテハ關

節結核ト結核性痔痩トガアルガ，關節結核デハ

男女略同数痔痩ヂハ男子ハ女子ヨリモ遙二多

；藪ヲ占メテヰル．年齢別ニミルト關節結核ハ10

－19歳ノ間二多イガ，痔痩デハ例数少ク確實ナ

事ハ言ヒ得ナイ．

稿ヲ終ルニ臨ミ恩師大里敢授ノ御核閲ヲ鳴謝ス，

【67 コ


